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ロ
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ア
に
こ
ん
な
人
が
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そ
し
て
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ん
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第 ７ 回

２０１１．２．５加警論＝
●
島
田
顕

ム
ヘ
ン
シ
ャ
ン
‥
モ
ス
ク
ワ
放
送
最
初
の

日
本
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

モ
ス
ク
ワ
放
送
最
初
の
日
本
人

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
闇
に
消
え
た
足

跡
丿
現
地
で
調
査
し
て
い
く
な
‘

か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
報

告
す
る
。
モ
ス
ク
ワ
放
送
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
の
国
際
海
貝
ク
ラ
プ
、

ク
ー
ト
ベ
、
粛
清
、
ざ
ら
に
は
モ

ス
ク
ワ
に
い
た
日
本
人
と
い
う
、

ま
だ
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
話
題

に
も
触
れ
る
。

●
大
鳥
幹
雄

長
谷
川
溶
と
満
洲

長
谷
川
四
兄
弟
（
海
太
郎
、
渦

二
郎
、
溶
、
四
郎
）
の
中
で
は
ほ

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
濡
の
生
涯

を
、
今
回
は
主
に
満
洲
時
代
に

紋
っ
て
紹
介
。
長
谷
川
溶
か
死
の

直
可
ま
で
書
き
つ
づ
け
て
い
た

ノ
ー
ト
を
も
と
に
、
知
ら
れ
ざ
る

孤
独
な
文
学
者
の
生
き
様
を
辿
る
。

。。１１，ぷ

【
映
像
】
道
化
師
エ
ン
ギ
バ
ロ
フ

【
展
示
】
ム
ヘ
ン
シ
ャ
ン
か
働
い
て
い
た
外
国
労
働
者
出
版
所
で
発
行
さ

れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
他
●
宮
本
立
江

励ｊｊサヤ竺１９２３年、関東大震災-
佐野碩の波乱万丈の生涯は、ここから始まった！　

昂
ｉ二５．。ｎごｉＪ］ｋにネチズンカレッジの加藤哲郎さんとメキシコ大学院
｜大学の田中道子さんをお迎えし、Ｆ佐野碩スベシャル」と題して開催されました。

ＢＩ当日の校様をダイジェストでお送りします。（構戊うｍ法子／大野康世）- - -

２００９年に刊行された岡村春彦による評伝ｒ自由人佐野碩の生
涯」（岩波書店）で再評価の機運が高まる佐野碩。６ケ国語を自由
に操り、激動の時代に自らの信念を曲げることなく活躍した、稀
有の国際的演劇人の波瀾の足跡を辿るー

ｉ
̶

ｓ ８ 回

２０１１．５．１４

回９第
２０１１．７．９卵猿７ヽ ｉ４１：’゙

ｉ
-

●
鈴
木
明

ダ
ビ
ッ
ド
ー
プ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
日
本

未
来
派
の
画
家
で
あ
り
詩
人

で
も
あ
る
フ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
足

跡
を
追
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
‘

ス
ム
ィ
州
の
彼
の
生
地
や
。
若

き
床
来
派
た
ち
か
集
ま
っ
て
い

た
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ン
カ
村
、
さ
ら

に
は
来
日
時
に
滞
在
し
た
小
笠

原
・
父
島
な
ど
を
訪
ね
る
。

｛
展
示
・
販
売
｝
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
私
家
版
本
●
鈴
木
明

●

せき
佐 野碩（１９０５ - １ ９ ６６）
「新劇」の基礎を築乱日ぶプロレタリア演劇同盟（プロット）の中心的存在
として活躍した演出家。「インターナショナル」「ワルシャワ労働歌」の訳詞
者としても知られる。
２６歳で日本を出て各国を渡り、３４歳でメキシコに亡命。
メイエルホリドの身体訓練法ビオメ八二力とスタニスラフスキイ・システム
を融合させる試みを手がけ、多くの演剛閔係者を育成してＦメキシコ演劇の
父」と称えられている。

●
加
藤
哲
郎

亡
命
者
佐
野
碩
-
震
災
後
の
東
京
か
ら

ベ
ル
リ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
ヘ

関
東
大
震
災
後
の
東
京
か
ら
活
動
を
始
め
、
世
界
恐
慌
の
余
波

で
ベ
ル
リ
ン
を
追
わ
れ
た
佐
野
碩
。
彼
が
生
き
た
時
代
は
現
在
の

世
界
情
勢
と
も
重
な
る
。
革
命
歌
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の

成
立
過
程
も
た
ど
り
な
が
ら
、
佐
野
の
思
想
の
変
遇
に
迫
る
。

●
田
中
道
子

国
際
革
命
演
劇
運
動
家
と
し
て
の
佐
野
碩

一
九
三
一
-
一
九
四
五

佐
野
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
汲
る
と
こ
ろ
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
入
る
ま

で
の
活
動
を
中
心
に
、
問
東
大
筋
災
の
影
貿
と
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
暗

殺
に
関
わ
っ
た
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
ス
ハ
イ
た
と
さ
れ
る
「
黒
い
噂
」
に
つ

い
て
も
触
れ
る
。彝・

❹
由
人
／
卜
州

佐
野
碩
の
生
涯

岡村存彦

ぐｌ’ｉＥＲ１７１１１ｙＲｌｌｌｇＥＪμ，ＩＦ２∃ＭＩＩ
Ｇｌｉ・Ｆリ聚ｌｌ咽ｉｙｉ戸１

■

略

歴

一
九
〇
五
年
○
蔵
中
固
天
沁
市
に
生
ま
れ
る
、
父
ぱ
医
者
、

母
方
の
祖
父
は
後
恥
新
平
。
幼
少
時
に
患
っ
た
祐

杉
性
の
急
性
関
節
炎
の
た
め
右
足
が
曲
が
ら
な
く

な
り
、
生
涯
フ
テ
ッ
キ
を
必
要
と
し
た
、

一
九
二
三
年
１
８
蔵
浦
和
高
校
在
学
中
に
演
劇
活
動
を
始
め
る
・

関
東
大
震
災
に
強
い
衝
撃
を
受
け
る
。

一
九
二
六
年
２
１
蔵
「
ト
ラ
ン
ク
劇
鳩
」
で
初
演
出
。

一
九
三
一
年
２
６
歳
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
後
、
偽
装
転
向

し
て
国
外
へ
脱
出
。

ニ
ー
。
‘
-
ヨ
ー
ク
を
経
て
ペ
ル
リ
ン
ヘ
。

一
九
三
二
年
２
７
歳
ソ
迂
に
接
り
、
世
界
的
演
出
家
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ト
の
演
出
助
年
と
し
て
活
躍
。

一
九
三
七
Ｕ
Ｍ
　

　
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
大
麗
清
の
中
で
国
外

追
放
皿
分
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
ー
チ
ェ
コ
を
経
て

ア
メ
リ
カ
ヘ
。

一
九
三
九
年
３
４
蔵
メ
キ
シ
コ
ヘ
渡
り
、
演
劇
学
校
を
創
験
。

一
九
六
六
年
６
１
歳
一
度
も
日
本
に
片
る
こ
と
な
く
、
メ
キ
シ

コ
で
没
す
る
。
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謬巾昌柚以
抄
録
桑
野
塾
①

亡
命
者
佐
野
碩

震
災
後
の
束
京
か
ら
ベ
ル
リ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
ヘ

ネ
チ
ズ
ン
カ
レ
ッ
ジ
加
藤
哲
郎

日
本
で
は
、
ｉ
命
歌
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
‘
’
の
日
木

語
版
の
作
詞
古
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
佐
岬
心
。
ま
ず
は
こ

れ
を
ち
ょ
っ
と
川
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

ｌ動画】インターナショナル（オリジナル）

ＹｏｕｌＤＴｈｅｃｏｍｍｕｎｉｓｔ【ｎｔｅｒｎａｔｌｏｎａｌｅ

（Ｏ｛１ｇｌｎａ１，ｗｉｔｈＥｎｇＵｓｈＬｙｒｌｃｓ｝

http://www.ｙＯｕｔｕｂｅ.com/ｗａにｈ７ｖ＝５ｕ
ｖＢ３ＹＧＬＵｋｏ

★文中の動画やＷｅｂサイトは、タイトル
で検索すれはたいたいヒットします。

画
像
と
テ
ン
ホ
に
ご
注
口
。
あ
と
で
他
の
い
ろ
ん
な
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
お
見
せ
す
る
。
懐
か
し
い
と
い
う
力
も
、
初
め
て

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
や
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
外
で
は
ｆ
Ｗ
Ｕ
を
巾
心
と
し

て
、
こ
の
孤
の
資
料
か
彫
人
に
存
在
し
て
い
る
。
今
日
は
こ

う
い
う
も
の
を
使
い
な
が
ら
、
佐
野
の
一
九
二
〇
～
三
〇
年

代
を
巾
心
に
話
し
た
い
。

佐
野
碩
は
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
で
活
動
を
始
め
た
の｜

が
、
そ
う
い
う
不
安
ｔ
断
絶
感
は
、
尖
は
佐
野
碩
の
よ
う
な

関
束
大
麗
災
当
叶
の
若
い
青
年
た
ち
に
は
非
常
に
ぴ
っ
た
り

と
入
っ
て
く
る
も
の
て
あ
っ
た
。

佐
野
碩
の
父
・
佐
野
彪
人
は
御
茶
ノ
水
駅
前
に
佐
野
医

院
と
い
う
大
き
い
病
院
を
構
え
る
医
者
だ
っ
た
が
、
震
災
後

浦
和
高
校
に
い
た
佐
野
碩
も
、
約
一
ヶ
月
、
東
京
の
父
の
病

院
で
様
々
な
救
援
活
助
を
行
う
。

関
東
大
震
災
時
、
朝
鮮
人
虐
殺
や
、
大
杉
栄
と
伊
藤
岬
枝

ら
が
虐
殺
さ
れ
る
廿
粕
事
件
、
八
産
主
義
古
が
虐
殺
さ
れ
る

亀
戸
小
件
な
ど
か
起
１
　
ｙ
混
乱
に
乗
じ
て
何
か
反
乱
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
女
か
ら
、
日
木
人
民
衆
の
手

に
よ
っ
て
朝
鮮
人
民
衆
や
共
産
主
疑
肖
が
殺
さ
れ
る
と
い
う

嘔
件
で
あ
っ
た
。

八
産
主
義
者
へ
の
凪
当
た
り
か
強
ま
る
な
か
で
、
や
が
て

第
一
次
共
産
党
は
解
北
す
る
。

そ
れ
ま
で
共
産
党
の
理
論
指
導
古
だ
っ
た
山
川
均
は
・
麗
災

で
家
を
火
い
、
震
災
後
の
一
年
牛
ほ
ど
神
戸
ヘ
ー
。
疎
川
」
し
、

山川均

福本和夫Ｃｉｔｉ；皿畏ぼ・

よ員］トクに∩

ち
日
本
を
蔭
れ
る
、
ド
イ
ツ
の
筏
ソ
辿
へ
渡
り
、
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ド
の
も
と
て
演
劇
を
学
ぶ
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
粛
沿
を
受

け
て
岡
外
辿
放
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
て
Ｍ
終
的
に
Ｉ
メ

キ
シ
コ
演
劇
の
父
」
に
な
る
。
一
九
三
一
年
に
日
木
を
淫
れ

て
か
ら
、
一
度
も
日
木
へ
戻
ら
な
か
っ
た
「
亡
命
占
」
と
し

て
の
火
像
に
辿
り
た
い
、

１
。
青
春
時
代
と
関
東
大
震
災

佐
野
か
巾
学
か
ら
高
校
に
か
け
て
の
肖
６
時
代
を
過
ご
し

た
の
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
吐
ハ
嗚
し
た
財
界
巾
の
知
識
人
が
、

コミンテルン（口Ｗｊ
　１
　１
　　１
　１
　１
　　ｚ
　Ｅ
　１
　１
　２ｊｊｌ動）に柚集していった

叫
代
。佐

野
碩
の
母
方
の
祖
父
は
内
務
人
旧
で
関
東
大
。
震
災
後
に

５ｍ１０１！

｜
｜

ｌ影１唄？

｜

論
壇
か
ら
遠
ざ
か
Ｗ
ｉ
そ
の
た
め
、
［
小
命
を
起
こ
す
た
め

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
主
義
占
か
協
働
し
て
多
数
派
を
形
成

し
、
労
働
運
動
の
上
導
駈
を
握
る
べ
き
」
と
す
る
「
八
同
川

線
論
」
の
山
川
イ
ズ
ム
か
Ｉ
辰
え
る
。

か
わ
っ
て
、
。
震
災
時
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
柵
本
和

人
が
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
り
、
Ｍ
本
イ
ズ
ム
と
元
わ
れ
る

急
進
的
耶
線
か
台
頭
し
た
。

一
九
二
二
乍
、
ド
イ
ッ
の
ザ
ク
セ
ン
と
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
ン

で
社
会
党
と
共
産
党
か
一
緒
に
な
っ
た
統
一
戦
線
政
府
か
で

き
た
も
の
の
而
肌
に
弾
圧
に
あ
っ
て
漬
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
世
界
的
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
巾
で
は
、
社

会
民
士
主
義
と
距
離
を
匿
い
て
八
産
党
の
力
を
純
化
し
強
化

し
よ
う
と
い
う
流
れ
か
あ
っ
た
。

臨
本
は
「
に
界
の
資
本
卜
義
は
危
機
と
絶
望
の
時
代
に

人
っ
て
い
る
「
と
し
て
、
労
働
運
動
の
巾
か
ら
不
純
な
分
子

を
取
り
除
き
、
純
秤
な
け
ハ
産
主
＆
運
動
を
推
址
し
よ
う
と
す

る
「
分
離
結
合
諭
」
を
叫
え
た
。
化
町
碩
も
所
属
し
て
い
た

東
大
の
新
人
公
の
学
皿
た
ち
を
巾
心
に
、
「
も
っ
と
急
址
的

に日木を変えて、財界革命にｎＥしなくてはｊｙ
　１
　１
　ｌｌｏ
　ｌｉ
　ｌ
　ｏ

築地小劇場

は
雲
災
枚
興
院
総
故
と
な
っ
た
後
藤
新
平
で
、
一
災
筏
の

一
九
二
四
乍
仔
に
は
佐
野
の
東
京
巾
国
大
牛
人
乍
睨
い
と

し
て
巾
四
円
’
仙
叫
視
察
に
同
行
さ
せ
る
ほ
ど
可
愛
が
ら
れ
る
。

ほ
か
に
母
方
の
親
族
に
は
鶴
に
祐
帽
、
父
方
の
親
族
に
は
第

一
次
日
本
共
産
党
朗
し
に
関
わ
る
指
導
嗇
の
佐
野
学
や
武
装

八
片
党
叫
代
の
指
導
者
と
な
る
化
野
溥
も
い
る
。

そ
う
い
う
家
に
生
ま
れ
て
、
浦
和
高
校
で
演
劇
活
動
を
始

め
て
い
た
と
き
に
、
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
た
の
か
佐
野
碩

だ
っ
た
。【動画ｌ関東大震災

旨ｌ！ＩＴＯＫＹＯＭＥＧＡＱＵＡＫＥ１９２３
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一
九
「
ご
。
一
（
人
ぶ
十
二
）
年
九
ｎ
一
日
、
関
東
大
脛
災
か

起
こ
る
。
死
者
は
約
十
万
人
、
そ
の
う
ち
一
刀
人
ぐ
ら
い
が

地
・
応
・
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
あ
と
の
火
事
で

ハ
～
九
万
人
が
亡
く
な
る
。
肌
父
・
後
喰
新
平
ら
が
す
ぐ
に

復
既
計
両
を
推
進
す
る
か
、
化
野
自
身
は
政
府
の
復
興
計
画

に
は
距
雛
を
置
い
て
い
た
。

東
日
本
人
震
災
か
ら
四
ヶ
月
近
く
経
っ
た
今
、
私
た
ち

は
「
日
本
は
変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
、
特
に
福
島

の
原
発
な
ど
を
見
て
Ｉ
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ

ろ
う
」
と
か
、
過
去
と
の
あ
る
種
の
町
絶
感
を
持
っ
て
い
る

ＩＩ
本
イ
ズ
ム
か
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
る
。
そ
れ
か
、
演
劇
の
世
界

へ
も
飛
び
火
し
、
佐
野
碩
の
演
劇
界
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
に
も
つ

な
か
っ
た
。

２
。
労
働
者
演
劇
へ
の
音
楽
導
入
と

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

焼
け
呼
川
と
な
っ
た
東
京
の
震
災
復
興
の
過
程
で
、
白
樺

派
な
ど
、
む
し
ろ
リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
っ
た
当
時
の
伯
廊
家
山

ひＵぬた『Ｊしおごない`
ｔ
心

身
の
上
方
与
志
や
小
山
内
薫
か
、
ち
ゃ
っ
か
り
と
築
地
小
劇

川
を
作
り
、
こ
れ
か
目
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
の
出
発
点

で
、
拠
点
に
な
っ
て
ゆ
く
．

ド
イ
ツ
川
り
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
村
山
知
義
・
驚
子
人
妻

ぃ

・

４

・

ハ

’

｀

れ

９

丿

一

一

̶

や
千
川
足
出
（
彼
は
震
災
後
に
千
駄
ケ
谷
で
朝
鮮
人
＝
コ
リ

ヤ
に
間
違
わ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
こ
の
芸
名
を
決
め
た
）
、

あ
る
い
は
の
ち
に
］
・
．
．
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
゛
-
を
佐
野
碩
と

一
緒
に
翻
訳
す
る
佐
々
木
孝
丸
が
こ
の
築
地
小
劇
場
に
火
ま

る
．
や
が
て
上
方
や
小
山
内
の
ほ
族
的
な
や
り
方
に
飽
き
足

ら
な
く
な
っ
て
、
そ
の
巾
の
急
進
的
な
グ
ル
ー
プ
が
福
本
イ

千田是也
岬１紐人学，恥」↑介心元曲肩チフシ）

， ８
ｎｌｌｉλＲＴＴＩ屑・ＩＳ
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ズ
ム
に
か
ぶ
れ
、
一
も
っ
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
」
と
Ｉ
．
ｊ
い
出
し
て
、

演
劇
の
中
に
も
運
動
の
ス
タ
イ
ル
か
持
ち
込
ま
れ
て
い
く
。

「
演
劇
も
労
働
迎
動
と
同
じ
く
街
頭
に
川
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
し
て
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
街
頭
演
劇
が
、
日
本
で

ト
ラ
ン
ク
舞
台
と
呼
ば
れ
て
上
演
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
。
こ

れ
は
街
頭
に
山
て
民
衆
の
中
で
演
劇
を
や
っ
て
、
そ
こ
で
思

想
的
に
覚
醒
し
て
も
ら
っ
て
社
会
上
八
・
八
産
主
義
の
支
持

七
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
泌
劇
活
動
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
日
木
の
劣
働
者
演
劇
の
中
で
初
め
て
「
歌
声
」
が

導
人
さ
れ
る
。
日
本
の
最
初
の
労
働
歌
と
な
っ
た
』
ぐ
る
め

り
き
む
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ
い
ぐ
４
’
り

く
わ
だ
ち
ぃ
（
歌
‥
関
鑑
子
／
歌
詞
‥
小
町
宮
古
）
は
、
ド
イ

ツ
の
民
・
扁
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
だ
っ
た
。

ｌ音源・歌詞１「くるめくわたち」
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７ ｙ ？ 」 ‘ ！ ？ ご ぽ ゜ 」 ， 尚 尚 ｏ 肖

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
調
で
、
柵
本
イ
ズ
ム
の
雰
囲
気
に
は
合

い
そ
う
も
な
い
が
（
笑
）
、
築
地
小
劇
川
を
巾
心
に
し
た
初

川
の
演
劇
迎
動
の
な
か
で
歌
わ
れ
た
も
の
は
、
ど
う
も
こ
う

い
っ
た
歌
だ
っ
た
よ
う
だ
。

一
九
二
六
年
十
月
、
共
同
印
剛
の
争
議
を
応
援
す
る
た
め

に
ト
ラ
ン
ク
劇
川
が
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
『
無
産
者
の
舛
一
で

が
あ
っ
た
た
め
だ
。
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す
で
に
一
九
二
Ｉ
年
に
岡
本
け
に
ち
、
翌
一
九
二
二
年
に

佐
々
木
孝
丸
が
序
っ
た
訳
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
｛
佐
々
木
の

剛
訳
で
は
力
曲
さ
に
欠
け
、
民
衆
は
立
ち
上
か
れ
な
い
｝
と

し
て
、
佐
野
が
佐
々
木
と
一
緒
に
徹
皮
し
て
作
っ
た
の
か
、

現
在
歌
わ
れ
て
い
る
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
’
‘
の
歌
・
詞
。

…
…
・
』
・
」
は
企
曲
お
聞
か
せ
し
ま
し
ょ
う
。
歌
い
た
い
人
も

い
る
で
し
ょ
う
か
ら
（
笑
）
。

｜動画】佐々＊孝丸・佐野破改訳
日本語インターナショナル
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初
め
て
演
奏
さ
れ
た
。

二
Ｉ
歳
の
佐
野
碩
も
、
こ
の
イ
ペ
ン
ト
に
ぷ

い
う
劇
の
演
川
で
加
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
牧
歌
的
な

。
劣
川
気
に
は
あ
き
た
ら
ず
、
も
っ
と
革
命
的
な
、
柚
本
イ
ズ

ム
に
沿
う
よ
う
な
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
。

一
九
二
六
年
十
一
月
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
の
『
解
放
さ

れ
た
ド
ン
ー
キ
ホ
ー
テ
’
・
。
（
・
訳
‥
千
川
址
し
・
辻
恒
彦
、
演
出
‥

佐
野
碩
、
装
岨
‥
村
山
知
義
・
仰
瀬
正
夢
）
が
上
演
さ
れ
る
が
、

こ
の
時
に
も
、
キ
リ
ス
ト
数
的
な
愛
や
貴
族
的
な
入
道
主
截
、

新
カ
ン
ト
派
的
な
茜
と
い
っ
た
も
の
へ
の
反
発
を
感
じ
、
そ

れ
ら
を
迫
放
し
て
忽
進
的
’
柚
本
イ
ズ
ム
的
な
純
粋
な
芸
術

ス
タ
イ
ル
を
什
ろ
う
と
す
る
。

そ
の
最
初
の
試
み
が
、
一
九
二
九
年
一
月
、
村
山
知
義
と

佐
野
か
共
同
沁
出
し
た
舞
台
『
ダ
ン
ト
ン
’
・
。
‘
で
あ
っ
た
。
村

山
は
も
っ
ば
ら
ラ
ブ
シ
ー
ン
を
担
１
し
、
佐
野
か
群
衆
や
小

命
裁
判
の
川
而
を
担
当
し
た
。
そ
の
屏
渠
場
而
で
ゴ
フ
ー
マ

ル
セ
イ
エ
ー
ズ
』
を
や
ろ
う
と
し
た
か
、
「
王
を
殺
せ
」
と

い
っ
た
過
激
な
内
容
の
た
め
検
閲
に
ひ
っ
か
か
り
、
日
本
語

は
乱
さ
れ
ず
、
仏
語
で
歌
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

-
』
-

【 動 国 】 ラ ・ マル セ イ エ ーズ
（歌：ミレイユ・マチュー．・合唱）
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１
。
起
て
飢
え
た
る
者
よ
今
ぞ
日
は
近
し

覚
め
よ
我
が
同
胞
暁
は
来
ぬ

暴
虐
の
鎖
断
つ
日
旗
は
血
に
燃
え
て

海
を
隔
て
つ
我
等
腕
結
び
行
く

＊
い
ざ
戦
わ
ん
い
ざ
奮
い
立
て
い
ざ
Ｉ
。

あ
あ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
我
等
が
も
の

（
＊
繰
り
返
し
）

仏
語
の
原
文
及
び
岡
本
・
佐
々
木
旧
訳
に
あ
っ
た
「
神
」

【
天
｀
】
な
ど
の
宗
教
的
砲
句
や
一
道
徳
」
一
倫
理
」
「
泌
」
な

ど
に
関
係
す
る
こ
と
ば
を
、
歌
詞
か
ら
完
企
に
消
し
て
脱
色

し
た
。
「
余
救
な
ん
て
関
係
な
く
、
み
ん
な
で
手
を
と
ろ
う
」
、

「
正
較
と
か
法
な
ん
て
も
の
は
、
革
命
か
起
こ
っ
た
ら
全
部

変
わ
る
よ
」
と
い
う
の
か
佐
野
碩
の
見
解
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
化
町
は
、
』
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
’
一
を
宗
教
も
道

徳
も
い
ら
な
い
「
辿
帯
と
行
泄
の
歌
」
と
考
え
た
。
そ
し
て

こ
う
し
た
考
え
が
、
佐
野
の
泌
劇
活
助
の
原
型
に
も
な
っ
た

ー
と
、
私
自
身
は
解
釈
し
て
い
る
。

３
。
ド
イ
ツ
ト
世
界
革
命
の
夢
と

世
界
恐
慌
・
ナ
チ
ズ
ム
台
頭

一
几
三
ご
乍
、
共
産
党
は
「
竹
楡
メ
ー
デ
ー
」
な
ど
武
公

叩
争
路
線
を
始
め
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
巡
動
は
一
斉
に

倹
挙
さ
れ
、
た
月
二
Ｉ
日
の
文
化
人
八
産
党
シ
ン
ハ
嘔
什
で
、

利
山
知
義
、
小
林
多
以
‥
。
、
、
中
野
爪
治
ら
と
と
も
に
、
佐
野

碩
も
倹
挙
さ
れ
る
。
し
か
し
佐
呼
だ
け
は
六
月
ニ
だ
日
に
釈

放
さ
れ
る
。
前
年
に
祖
父
・
後
藤
新
平
は
亡
く
な
っ
て
い
た

が
、
佐
野
の
両
眼
が
旧
内
搦
酋
に
「
も
う
共
産
党
活
動
は
さ

せ
ま
せ
ん
か
ら
」
と
懇
回
し
、
佐
野
自
身
も
手
記
で
「
転
向
」

さ
っ
き
の
牧
歌
的
な
曲
よ
り
は
、
少
し
は
革
命
的
に
な
っ

た
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
歌
は
大
好

糾
で
、
時
台
を
鹿
り
上
げ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
も
ま
だ
物

足
り
な
い
。

な
お
、
こ
の
頃
佐
野
は
、
俳
艇
で
あ
っ
た
平
野
育
子
と
鮎

婚
す
る
。

一
九
二
九
乍
八
川
、
片
翼
劇
場
に
よ
る
‘
。
企
線
』
（
演
川
‥

佐
町
碩
、
作
一
列
由
知
入
、
ｎ
楽
効
火
‥
小
町
公
占
、
岫
出
助

手
一
杉
心
良
吉
、
出
乱
‥
佐
々
木
孝
丸
・
平
野
郁
子
ほ
か
）
と
い

う
、
一
几
二
三
年
大
辿
で
の
中
日
人
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
扱
っ
た
什
品
で
、
佐
野
は
初
め
て
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
‘
・
『
と
い
う
歌
を
呻
人
し
た
。
た
だ
し
、
や
は
り
日
本
語
で

歌
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
俳
優
達
に
は
巾
国
謡
で
歌
わ
せ
る

こ
と
に
し
た
。

Ｉ動面】中国語インターナショナル合唱

ｙｏｕｌＤＴＨＥＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬＥ

｛ｌｎＣｈｌｎｅｓｅ｝

ｈＵｐ：／／ｗｗｗ・ｙｏｕｌｕｂｅ．（ｏｍ／ｗａｔｃｈ７ｖ＝ＸＫ
ＴＴｏｖｇＡＱｌＵ

こ
の
ゆ
っ
く
り
な
テ
ン
ポ
に
は
つ
い
て
い
け
な
い
か
も
し

れ
な
い
か
、
雄
人
な
大
地
の
雰
川
父
で
い
い
の
で
は
（
笑
）
。

佐
野
が
Ｉ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
の
新
し
い
日
本
諸
訳

を
作
っ
た
の
は
、
こ
の
時
川
。
舞
台
上
で
は
日
本
謡
で
歌
え

な
か
っ
た
も
の
の
、
俳
優
た
ち
に
内
容
を
理
解
さ
せ
る
必
要

｜

を
表
明
し
た
た
め
だ
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
「
偽
装
転
向
」
で
、
日
本
で
の
活
助
が

雌
し
く
な
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
圃
際
労
働
者
演
劇
同
盟

（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
の
日
本
代
友
と
し
て
ド
イ
ツ
に
い
た
千
川
足
也

が
帰
岡
し
た
が
っ
て
い
た
。
佐
野
碩
と
い
う
人
は
、
と
に
か

く
外
国
砲
に
は
堪
能
だ
し
、
足
は
恋
い
か
「
逃
げ
足
は
す
ご

く
辿
い
」
と
何
を
見
て
も
ぉ
口
い
て
あ
る
し
（
笑
）
、
柿
力
と

の
収
い
で
も
非
常
に
経
験
貧
富
だ
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
劇
場
同
腹
（
プ
ロ
ッ
ト
）
は
、
千
田
足
也
に
か

わ
り
佐
野
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
う
し
て
佐
町
は
、
一
九
三
一
乍
五
月
、
ま
す
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
運
動
に
触
れ
た
の
ち
に
、

ロ
ン
ド
ン
、
ハ
リ
経
由
で
ド
イ
ッ
ヘ
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き

は
ま
だ
『
亡
命
』
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に

１１（ｊＴＩ屑・ＩＳＴ１１ＥλＲＴ
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帰
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

当
時
の
ド
イ
ツ
は
、
ま
だ
世
外
で
最
も
民
上
的
な
ワ
イ

マ
ー
ル
態
法
を
持
つ
八
和
旧
で
、
合
法
的
に
仕
ハ
産
主
戎
活
動

か
で
き
、
世
界
の
共
産
主
義
迎
動
の
中
心
で
、
労
働
迎
動
も

急
進
的
だ
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
に
は
同
崎
定
洞
と
い
う
東
大
出
身
の
医
者
を
中

心
と
し
た
日
木
人
左
翼
グ
ル
ー
プ
か
あ
り
、
ド
イ
ツ
八
産
災

日
本
人
郎
と
し
て
冊
助
し
て
い
た
。
佐
野
か
ド
イ
ツ
に
渡
っ

た
一
九
三
｝
年
の
九
月
は
ち
ょ
う
ど
鳩
州
卜
変
が
起
き
た
頃

で
、
満
州
事
変
＝
巾
国
へ
の
侵
略
に
反
到
す
る
た
め
に
、
日

本
人
か
巾
心
に
な
っ
て
巾
国
人
、
朝
鮮
人
、
イ
ン
ド
人
な
ど

ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
る
外
国
人
な
ど
を
集
め
て
、

満
州
事
変
に
反
対
す
る
『
単
命
的
ア
ジ
ア
人
協
会
』
と
い
う

細
織
を
作
っ
て
’
革
命
的
ア
ジ
ア
゛
‘
と
い
う
ド
イ
ツ
語
雑
註

を
出
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
巾
に
、
佐
叫
碩
は
Ｉ
ナ
ッ
ブ
（
全
日
本
無
産
者

芸
術
回
休
協
斜
企
）
伯
林
支
部
の
代
衣
」
、
「
国
際
労
働
者
演

劇
同
盟
の
日
本
担
当
」
と
い
う
役
例
で
入
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
揚
子
江
で
起
き
た
水
書
の
被
災
者
を
救
え
と
い
う
街

頭
劇
を
二
回
ほ
ど
ベ
ル
リ
ン
で
上
演
（
藤
森
成
古
の
川
木
で
。

帰
国
前
の
千
田
足

伯 林 還 侃・ ａ - - ふ 〃 ■ 皿 - ・ -- Ｉ - 〃
ＢＥＲＬＩＮ～ＳＨＵＨＯ尚．７
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ａ
と
作
野
碩
が
そ

れ
ぞ
れ
演
出
）
し

た
り
と
い
う
よ
う

な
活
動
を
す
る
。

そ
の
頃
の
ベ
ル

リ
ン
に
は
五
百
人

く
ら
い
の
日
本
人

か
い
て
、
「
伯
林

辿
報
」
と
い
う
左１９４２年以降のソ達軍事ポスター

ナ
チ
ス
台
頭
で
ベ
ル
リ
ン
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
化
野
に

は
、
日
本
へ
帰
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
か
、
当
峙
の
日

本
は
、
冶
安
維
持
法
が
改
悪
さ
れ
、
共
産
主
義
者
は
皆
投
獄

さ
れ
て
い
る
時
代
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
渡
独
か
ら
わ
ず
か
一
年
の
一
九
三
二
年
秋
、
佐

町
は
「
労
働
者
の
相
国
」
で
あ
る
ソ
辿
の
モ
ス
ク
ワ
に
亡
命

す
る
こ
と
に
な
る
。

５
。
ま
と
め
‥
震
災
、
恐
慌
、
世
界
革
命
１

一
九
二
五
年
に
志
し
た
「
演
劇
を
通
し
て
の
革
命
」

の
た
め
の
亡
命

祐
綸
と
し
て
、
関
東
大
・
震
災
が
起
こ
っ
た
後
の
佐
野
碩
の

思
想
が
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
か
を
兄
て
み
よ
Ｖ

一
九
二
三
年
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
翌
年
、
砥
災
僅

Ｙ Ａ Ｍ Ａ Ｔ Ｏ

。。，。，、，１□認昌ごにｕ馮ｃｌｌみｒＴ
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派
の
日
本
謡
新
川
と
「
ｇ
ｙ
・
５
Ｈ
ｏ
」
と
い
う
行
派
の
ド
イ

ツ
詔
日
木
研
究
誌
が
災
行
さ
れ
て
い
た
。
。

つ
ま
り
、
ベ
ル
リ
ン
ロ
本
人
社
会
の
巾
に
は
、
白
派
も
い

れ
ば
左
派
も
い
る
。
日
本
社
会
の
縮
図
が
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ

た
わ
け
で
、
こ
う
い
う
巾
に
佐
野
は
人
っ
て
い
っ
て
、
い
わ

ぱ
水
を
秤
た
爪
の
よ
う
に
そ
こ
で
活
動
す
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
一
几
三
こ
年
と
い
う
の
が
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て

は
政
柚
的
に
最
も
厳
し
い
対
決
の
乍
だ
っ
た
。

火
は
こ
れ
が
非
常
に
爪
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の

か
菅
牟
行
さ
ん
と
の
座
談
会
（
情
況
川
版
１
　
２
一
＝
し
・
‥
・
り
八
・

八
幻
ぺ
搦
弓
お
よ
び
ｌ
ｎ
り
の
・
-
ぶ
翼
演
刈
人
の
柚
跡
と
泗
訓
乙
で
私
か

。
．
ｄ
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
な
の
だ
が
、
要
す
る
に
、
財
界
恐
慌

と
い
う
の
は
　

　
九
二
九
乍
の
十
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
起
こ

る
。
恐
慌
と
い
う
の
は
そ
れ
で
終
わ
っ
て
世
界
恐
慌
に
な
っ

た
と
学
校
の
教
科
Ｅ
ｊ
Ｗ
わ
る
か
、
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

恐
慌
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
波
及
し
て
ド
イ
ツ

の
以
行
が
倒
産
す
る
の
は
令
部
一
九
三
二
年
。
つ
ま
り
、
ア

メ
リ
カ
で
恐
慌
か
起
こ
っ
て
か
ら
三
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
財
界

恐
慌
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

こ
の
乍
の
選
挙
で
社
会
党
と
八
産
党
は
互
い
に
対
立
。
両

党
が
協
力
す
れ
ば
、
実
は
ナ
チ
ス
の
得
票
を
上
回
る
こ
と
が

-
-

興
院
総
裁
の
祖
父
・
後
藤
新
平
に
伴
わ
れ
て
の
巾
川
・
朝
鮮

視
察
旅
行
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
、
一
九
二
五
乍
に
佐
野
碩
は
劇

川
Ｍ
Ｎ
Ｚ
の
設
立
に
参
加
し
た
。
劇
剛
剛
設
の
宣
言
文
の
申

で
佐
叫
は
こ
う
μ
い
て
い
る
。

一
九
二
五
年
こ
そ
は
後
代
の
人
類
に
取
っ
て
、
光
輝
あ
る

年
と
な
る
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
我
々
は
過
去
の
時
代
と

断
乎
と
し
て
緑
を
切
る
。
我
々
は
現
在
の
世
界
を
も
否
定

する。
｛中略｝

生
活
だ
！
生
活
力
だ
Ｉ
・
時
代
だ
！
時
代
精
神
だ
Ｉ
・

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
為
に
戦
ふ
事
だ
Ｉ
・
そ
し
て
我
々
の
思

想
だ
Ｉ
・
階
級
闘
争
時
代
に
代
わ
る
に
、
無
階
級
時
代
を

出
現
さ
せ
る
事
だ
Ｉ
『

（
岡
町
春
函
『
自
由
人
佐
野
碩
の
笠
涯
』
沼
沢
択
弓
一
九
頁
よ
り
）

つ
ま
り
佐
野
は
、
震
災
に
よ
っ
て
東
京
か
皿
瞰
し
た
と
い

う
状
況
の
も
と
で
、
廃
墟
の
な
か
か
ら
新
し
い
も
の
を
作
る

と
決
心
し
た
。
そ
の
新
し
い
も
の
と
い
う
の
は
、
祖
父
・
後

藤
新
平
ら
か
進
め
た
近
代
主
義
的
・
物
理
的
な
帝
都
復
興
で

は
な
く
、
「
今
や
、
我
々
こ
そ
が
県
外
を
剛
る
の
だ
」
と
い

う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
前
術
的
な
利
神
で
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

こ
の
椚
神
を
日
本
で
実
践
し
て
弾
圧
さ
れ
、
親
の
助
け

で
『
偽
故
昿
向
一
し
て
出
獄
し
、
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ

ツ
に
行
っ
て
、
ま
た
実
践
活
動
に
入
っ
た
。
し
か
し
今
皮
は
、

ナ
チ
ス
か
川
て
き
た
、
し
ょ
う
か
な
い
、
モ
ス
ク
ワ
に
行
く

か
ー
こ
う
い
う
形
で
活
勤
し
て
、
財
界
依
命
の
夢
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
演
劇
の
理
想
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
し
た
の
が

佐
野
碩
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
木
当
に
受
け
紺
が
れ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら

で
き
た
の
だ
が
、
第
一
党
と
な
っ
た
ナ
チ
ス
か
政
権
に
つ
き
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
政
隆
掌
掟
直
後
に
、
共
産
党
も
吐
会
党
も
弾
圧

さ
れ
ｎ
ｌ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
り
Ｉ
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
ち
ょ
う
ど
今
年
か
Ξ
年

目
な
の
で
、
今
ギ
リ
シ
ャ
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
出
米
卜
、

あ
る
い
は
巾
東
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
出
米
事
と
い
う
の

は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
一
丸
二
九
年
の
と
き
の
心
来
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

４
。
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
の
モ
ス
ク
ワ
ヘ

そ
の
頃
の
ソ
辿
で
は
、
経
済
学
者
オ
イ
ゲ
ン
ー
ヴ
ァ
ル
ガ

が
、
「
資
本
主
義
は
今
や
全
般
的
危
機
に
入
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
八
産
主
沁
は
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
を
成
功
さ
せ
、

工
災
化
で
も
農
叉
集
団
化
で
も
成
功
し
た
」
と
い
う
大
宣
伝

を
行
う
。
そ
れ
が
資
木
主
義
の
財
界
恐
慌
と
対
比
さ
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
一
九
二
九
年
Σ
一
月
二
Ｉ
日
、
ス
タ
ー
リ

ン
が
友
十
歳
の
誕
上
日
を
迎
え
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人

崇
拝
、
そ
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
化
、
ソ
辿
の

術
星
機
関
化
か
、
ほ
ぼ
穴
璧
に
始
ま
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
弟
子

た
ち
の
な
か
で
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
カ
ー
メ

ネ
フ
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
の
政
敵
を
退
け
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が

個
人
独
哉
の
権
力
を
獲
俳
し
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
鉄
鎖
を
解
く
刀
国
の

労
働
者
」
か
ら
「
偉
大
な
偉
大
な
桁
導
者
ス
タ
ー
リ
ン
」
’
ソ

辿
は
労
働
者
の
祖
国
」
と
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
恐
慌
下
の
貧
困
、
ド
イ
ツ
で
ナ

チ
ス
独
裁
か
成
立
す
る
過
程
を
昆
て
し
ま
っ
た
佐
野
碩
は
、

「
ロ
シ
ア
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
、
資
本
主
義
は
も
う
だ

め
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

桑野塾会場のようす

旧
巾
道
子
さ
ん
か
ら
お
品
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ご
岫
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
）
一
峨
大
学
名
誉
教
授
、
早
稲
田
大
学
客
観
教
授
．
Ｈ
Ｐ

ネ
チ
ズ
ン
カ
レ
ッ
．
『
ン
主
宰
．
心
治
学
が
聊
門
た
か
、
「
情
報
政
治
孚
」
を
提

咄
し
、
政
治
に
お
け
る
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を
広
く
研
穴
し

実
践
す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
独
自
に
発
信
を
硫
け
て
い
る
．

「
モ
ス
ク
ワ
で
寓
消
さ
れ
た
巳
本
人
」
Ｉ
ホ
ー
屁
、
」
八
九
四
三
、
『
国
境
を
ぶ

・
λ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
｛
平
几
社
・
フ
イ
プ
ぅ
り
ー
、
二
〇
〇
二
霖
｝
な
ど
で
、
ス
タ
ー

リ
ン
口
代
に
粛
肩
さ
れ
た
日
ぶ
人
た
ち
４
」
発
侶
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
．
ニ
｀

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ー
加
Ｉ
Ｍ
邱
の
ネ
チ
ズ
ン
ー
カ
レ
ッ
ジ

７
’
５
卜
ジ
『
ｓ
２
ミ
一
‘μ
ｃ
ｏ
こ
９
、
１
１ｇ
ｓ
ｖ
ｌ
６
工
Ｍ
７
Ｚ

ｎ 皿 - Ｒ Ｔ ｉ ｌ 屑 Ｅ Ｓ
４ ● ｓ ㎞ ｒ 心 ａ ｘ ０ ． ９
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尚拓月柚に
抄
録
桑
野
塾
②

国
際
革
命
演
劇
運
動
家
と
し
て
の

佐
野
碩
一
九
三
一
-
一
九
四
五

私
は
も
う
四
三
乍
く
ら
い
メ
キ
シ
コ
で
暮
ら
し
て
い
る
。

日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
て
、

向
こ
う
で
日
木
史
を
教
え
な
が
ら
メ
キ
シ
コ
の
佐
野
碩
の
生

江
を
研
究
し
て
い
る
。

今
日
は
、
佐
野
碩
の
ベ
ル
リ
ン
以
降
と
い
う
こ
と
で
、

一
九
三
こ
年
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
渡
る
と
こ
ろ
か
ら
メ
キ
シ

コ
の
初
川
ま
で
を
中
心
に
お
謡
し
し
よ
う
と
思
う
。
そ
の

前
に
ふ
た
つ
の
こ
と
ー
二
九
二
三
年
の
関
東
大
。
震
災
と
、

一
九
三
九
年
の
メ
キ
シ
コ
入
国
に
関
す
る
「
黒
い
噂
」
ｒ
̶
-

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お
き
た
い
。

１
。
演
劇
の
出
発
点

一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
加
藤

先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
非
常
に
決
定

的
だ
っ
た
。

佐
野
碩
は
、
ど
う
し
て
自
分
か
演
劇
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
メ
キ

シ
コ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
非
常
に
絵
画
的
な
情
飛
で
、

不
忍
池
の
周
り
を
一
方
向
に
人
が
走
っ
て
い
く
と
、
反
対
か

ら
火
が
回
っ
て
き
て
、
皆
を
収
り
囲
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
。

｜
！

乍
、
自
分
の
演
劇
の
出
発
点
と
い
う
の
を
こ
こ
に
置
い
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
一
九
二
三
年
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な

年
で
あ
っ
た
と
思
う
。

佐
野
は
そ
の
時
点
で
す
ぐ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運
助
を

始
め
た
わ
け
で
は
な
い
か
、
そ
れ
か
ら
一
九
三
一
乍
に
口
本

を
小
る
ま
で
、
民
衆
教
青
あ
る
い
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運

動
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２
。
メ
キ
シ
コ
入
国
に
関
す
る
「
黒
い
瞬
」
-

佐
野
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
手
先
だ
っ
た
の
か

少
し
後
の
年
代
の
話
に
な
る
か
、
佐
野
碩
の
一
九
三
九
乍

の
メ
キ
シ
コ
入
国
に
つ
い
て
一
思
い
呻
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

か
あ
る
。
彼
が
ト
ロ
ツ
キ
イ
の
暗
殺
に
関
与
し
た
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
呻
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
日
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
菅
孝
行

さ
ん
か
ら
、
数
年
前
に
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
が
、
そ
の
と
き
お
答
え
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
へ
７
こ
こ
で

話
し
て
お
き
た
い
。

桑野塾での田中道子氏

田
中
道
子

紬Ｂぐ肩押

そ
れ
が
本
Ｉ
コ
に
あ
っ
た
こ
と
な
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

か
、
そ
れ
か
ら
破
は
一
民
衆
の
教
介
を
す
る
た
め
の
‘
演
劇
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ま
で
彼
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ろ
い
ろ
勉
泣
を
し
て
い
た
ら
し
い
の
だ
が
、
で
は
、

ど
う
し
て
そ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
っ

と
そ
こ
に
は
飛
躍
か
あ
る
わ
け
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
駁
明

さ
れ
て
い
な
い
収
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
。

彼
は
な
に
し
ろ
後
藤
新
平
の
孫
で
、
そ
の
当
峙
お
父
さ
ん

の
病
院
が
娩
け
て
し
ま
っ
て
後
藤
新
平
の
家
に
滞
在
し
て
い

た
。
そ
こ
で
人
々
の
悲
惨
な
様
子
を
た
く
さ
ん
日
に
し
た
だ

ろ
う
し
、
後
藤
新
平
か
後
援
し
て
い
た
大
杉
栄
は
け
粕
叩
什

で
段
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
亀
戸
小
什
の
叫
に
は
平

沢
訃
七
と
い
う
人
が
首
を
切
ら
れ
て
殺
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
平
沢
は
、
築
地
小
劇
場
の
り
Ｉ
ダ
ー
た
ち
を
労
働
迎
動
に

結
び
つ
け
、
労
働
演
劇
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
始
め
て

い
た
、
そ
の
矢
光
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
北
、
あ
る
い
は
同
志
で
あ
っ
た
千
田

足
ｉ
な
ど
の
体
験
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
佐
野
碩
は
自
分
の

憲
識
形
成
の
巾
に
徐
々
に
収
り
入
れ
て
い
っ
て
、
そ
し
て
後

｜賢料】

佐野碩の生涯の時期区分

｜．１９０５・１９２３形成期
家庭環晩・障害
演劇も教簡の一部とする人文主義的初等教育
三術の力

｜｜．１９２３-１９３１民衆教育・プロレタリア演劇
１９２３年閥東人震災の体験
・-１９５０年代後半のインタビューでの言説
一佐野が知りえたこと、後に知ったこと

マルクス・レーニン主義との出会い

１１１．１９３１-１９４５国際革命演劇家
日本出国の事情
日木でのプロレタリア演剛家としての達成屯
今後の課題としたもの
１９３１～１９３３．６ドイツ組畷活動・アジブロ岫劇活動
１９３３．７～１９３７．８ソ逐演劇活動かメインに
１９３７．８～１９３９．４フランス柵織活助・アジプロ活勁
１９３９．５～１９４５、８メキシコ剛作舞台・アジプロ活動

ＩＶ．１９４５、１９６６メキシコ・ラテンアメリカ諸国の
演劇革新推進者

１９４５．８～１９５０．６演劇革新の先頭に立つ
１９５０、７～１９５５．皿皿か引こ演出の

機会を求めてあらゆる分力をする
１９５６．１～１９６１、５メキシコ・ラテンアメリカの民族解放

- に 対 応 し て 創 作 活 動
民衆演劇に意欲を燃やす

１９６１．５～１９卵自分の劇場を祐つ試みか挫折
映画ｌ督に取り紺むが火現岫に
亡くなる

１スライドｊ

メ キ シ コ 入 国 に 関 す る 「 黒 い 噂 」

噂の源泉
１、高田呻厚の一九六八年の文章にあるヴィクトル・
セルジュの発言。彼の息子のヴラディも裏付ける、
ＫＧＢのエ一ジェント説。

２．吉川恵美子招介によるイグナシオーレテスの証言。
シケイロスのトロツキー襲撃に関係するという説。

３、在米日本総領事餌の通報によるシケイロスに示唆
したという説。

■
噂
の
源
泉
１
‥
ヴ
ィ
ク
ト
ル
ー
セ
ル
ジ
ュ
の
証
言

そ
の
噂
の
源
泉
の
ひ
と
つ
は
、
商
ｍ
沁
厚
と
い
う
彫
刻
家

が
一
九
六
八
年
に
書
い
た
文
・
卓
の
巾
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
ー
セ

ル
ジ
ュ
と
い
う
人
の
発
。
。
、
‥
と
し
て
「
佐
野
破
は
ト
ロ
ツ
キ
イ

の
啼
設
に
関
係
が
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の
文
に
は
ち
ょ
っ
と
問
題
か
あ
る
。
ま
ず
、
。
ト
ロ
ツ

キ
イ
の
息
子
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
’
セ
ル
ジ
ー
と
書
い
て
あ
る

の
だ
が
、
セ
ル
ジ
ュ
は
ト
ロ
ツ
キ
イ
の
同
志
で
あ
っ
て
忠
子

で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
そ
の

ｙ “ ゛ ” ’ ｀ ｆ
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セ
ル
ジ
ュ
か
ら
、

ト
ロ
ツ
キ
イ
の
咄

吸
に
佐
野
佃
か
関

わ
り
が
あ
る
と
い

う
謡
が
出
る
の
も
、

ち
ょ
っ
と
お
か
し

ダ ″ ゛ ̈ １ １ １ ４ ’ Ｉ Ｓ ｒ
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い
。
ト
ロ
ツ
キ
イ
が
暗
殺
さ
れ
る
の
は
一
九
四
〇
年
の
八
月

一
九
日
。
セ
ル
ジ
ュ
は
ナ
チ
ス
か
ハ
リ
に
侵
攻
し
て
き
た
六

月
上
旬
に
、
徒
歩
で
脱
川
し
て
時
川
を
か
け
て
や
っ
と
マ
ル

セ
イ
ユ
ま
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
て
、
ト

ロ
ツ
キ
イ
暗
杖
の
教
力
Ｍ
後
に
メ
キ
シ
コ
に
着
い
た
。
セ
ル

ジ
ュ
と
高
田
が
も
し
仮
に
ハ
リ
で
会
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
時

点
て
は
ま
だ
ト
ロ
ツ
キ
イ
は
暗
殺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

う
い
う
話
が
出
る
は
ず
が
な
い
。
た
だ
し
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
に

よ
る
第
一
回
目
の
ト
ロ
ツ
キ
イ
襲
撃
（
メ
キ
シ
コ
の
両
家
シ
ケ

イ
ロ
ス
か
画
家
の
仲
間
な
ど
を
引
き
辿
れ
て
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
心
宅

に
入
り
込
ん
で
襲
撃
し
た
事
什
）
は
五
月
二
四
日
な
の
で
、
そ

の
１
件
と
川
違
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。

た
だ
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
ー
セ
ル
ジ
ュ
か
佐
野
を
そ
う
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
よ
う

だ
。
仏
は
破
の
息
子
の
ヴ
ラ
デ
ィ
と
い
う
画
家
を
佃
人
的
に

ち
ょ
っ
と
知
っ
て
い
る
の
だ
か
、
私
が
た
ま
た
ま
佐
町
佃
の

こ
と
を
川
い
た
ら
、
彼
は
柚
烈
に
皿
意
を
込
め
て
「
彼
は

ソ
ウ
ィ
エ
ト
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

だ
」
と
証
ａ
し
た
。

で
は
、
こ
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ル
ジ
ュ
は
何
を
眼
拠
に
そ

１４ｎ皿Ｘhttp:/www.http://www..゛ ゛ ａ Ｒ Ｔ Ｔ ・ 屑 ・ ｉ Ｓ
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う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。

彼
は
初
明
の
ロ
シ
ア
革
命
の
政
府
で
対
外
交
渉
の
重
要
な

役
割
を
担
い
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
な
ど
の
削
設
に
も
関
わ
っ
た

人
物
だ
っ
た
が
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
等
と
同
じ
く
反
休
制
派
で
、

そ
う
と
う
早
い
叫
川
に
粛
沁
さ
れ
て
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
と
い
う

場
所
に
流
刑
に
な
る
。
一
几
三
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
反
休
川

派
に
仕
ハ
感
し
て
い
る
人
た
ち
の
圧
力
の
お
か
げ
て
解
放
さ
れ

て
ハ
リ
に
出
る
の
だ
が
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
は
そ
ん
な
セ
ル
ジ
ュ

に
対
し
、
い
ま
ど
き
殺
さ
れ
も
粛
沁
も
さ
れ
ず
に
川
さ
れ
る

の
は
「
ど
う
も
お
か
し
い
」
と
、
信
頼
を
置
か
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
セ
ル
ジ
ュ
は
ト
ロ
ツ
キ
イ
と
連
絡
を
収
れ
な

い
で
い
た
。
そ
ん
な
状
況
の
巾
で
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
佐

野
と
ト
ロ
ツ
キ
イ
叫
殺
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

得
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
や
る
吉
川
恵
災
子
さ

ん
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
に
シ
ケ
イ
ロ
ス
と

佐
野
を
関
係
づ
け
る
記
事
か
小
た
と
お
っ
し
や
っ
た
こ
と
か

あ
る
。
佐
野
碩
は
こ
の
三
年
前
か
ら
ハ
リ
に
行
っ
て
、
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
幟
線
の
活
動
家
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
る
の
だ
が
、
彼
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
つ
ま
り
ス
タ
ー
リ
ン

派
の
人
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。
そ
の

佐
町
か
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
た
こ
と
と
、
卜
フ
ィ
ガ
ロ
に
の
記

事
な
ど
を
粘
び
つ
け
て
、
セ
ル
ジ
ュ
が
そ
う
い
う
ふ
う
な
考

え
方
に
至
っ
た
の
か
と
も
思
う
。

た
だ
、
そ
れ
な
ら
ば
そ
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
な
ど
に
川
る
よ

う
な
情
報
が
ど
こ
か
ら
出
た
か
と
い
う
問
也
か
ひ
と
つ
あ
る
。

岡
付
氏
の
本
の
巾
に
こ
ん
な
祀
述
か
あ
る
（
岡
村
作
彦
『
口
巾
人

彷
野
碩
の
生
き
岩
波
蜘
店
、
二
〇
台
几
年
、
二
こ
一
頁
』
、
佐
野
と
Ｌ
方

与
志
か
ハ
リ
に
着
い
た
と
き
に
、
ま
ず
非
常
に
同
柚
的
な
、

「
ソ
連
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
｛
読
売
新

｜

か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ビ
ザ
を
出
さ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
て
ハ
リ
で
も
巾
請
す
る

が
、
そ
こ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
手
を
尽
く
し
て
、

た
ぶ
ん
ア
メ
リ
カ
八
産
兇
の
ブ
ラ
ウ
ダ
ー
な
ど
か
動
い
て
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
米
口
大
使
館
で
ビ
ザ
を
収
仰
す
る
こ

と
が
で
き
、
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
に
川
発
す
る
こ
と
か
で
き

た。
し
か
し
一
九
三
八
年
八
月
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
に
祐
く
と
、

そ
こ
で
も
日
本
外
務
省
の
要
請
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
エ
リ
ス

鳥
に
あ
っ
た
移
民
局
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
る
。
佐
野
か
収

容
所
か
ら
迎
絡
を
収
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
石
垣
朱
太

郎
・
綾
子
夫
妻
な
ど
が
ア
メ
リ
カ
自
由
人
権
協
会
に
か
け

あ
っ
て
、
弁
護
士
に
つ
い
て
も
ら
い
、
国
務
省
の
ビ
ザ
関
係

の
問
題
を
再
審
査
す
る
機
関
で
『
フ
エ
ン
テ
オ
ベ
フ
ナ
ー
』
と

い
う
ス
ペ
イ
ン
の
古
典
演
劇
を
演
出
す
る
と
い
う
名
目
で

一
〇
月
に
や
っ
と
ビ
ザ
を
も
ら
い
、
六
ヶ
月
間
の
滞
在
を
許

さ
れ
る
。

そ
し
て
六
ヶ
月
後
の
】
九
二
九
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
滞
在

の
ビ
ザ
を
更
新
す
る
た
め
に
佐
野
か
メ
キ
シ
コ
ヘ
向
か
っ
た

と
き
も
同
様
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
Ｅ
　
Ｅ
Ｅ
　
か
ら
口
本
外
務
竹

に
宛
て
た
嘔
報
に
は
「
メ
キ
シ
コ
政
府
は
、
た
だ
共
産
党
口

と
い
う
だ
け
で
は
入
川
を
如
否
し
な
い
の
で
、
彼
は
非
常
に

危
険
な
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
叫
係

に
た
い
へ
ん
咀
。
些
な
危
害
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
彼
の

人
国
を
認
め
な
い
よ
う
に
要
請
し
た
」
と
あ
る
。

こ
う
し
て
化
野
は
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
近
い
ベ
ラ
ク
ル
ス

と
い
う
港
に
着
い
た
船
の
巾
で
足
止
め
を
食
う
の
だ
が
、
そ

こ
か
ら
ま
た
各
地
に
電
報
を
打
つ
。
例
え
ば
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
野
坂
参
三
や
山
本
懸
破
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ピ
ス
カ
ー
ト

ル
、
石
埴
栄
太
郎
や
仲
間
た
ち
に
。
す
る
と
そ
こ
か
ら
助
員

聞
一
九
三
八
年
五
刈
ニ
ハ
ｎ
包
が
出
た
。
し
か
し
佐
野
が
ハ
リ
の

雑
誌
に
日
本
の
ｍ
国
主
義
の
弾
圧
に
抗
議
す
る
よ
う
な
記
事

を
書
い
た
こ
と
か
ら
、
今
度
は
化
野
や
土
方
を
中
傷
す
る
よ

う
な
記
事
｛
読
人
勧
川
同
９
八
刀
二
几
日
包
が
出
た
と
。
そ
う
い

う
こ
と
を
七
え
る
と
、
新
川
記
小
と
い
う
も
の
も
搾
作
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
、

■
瞬
の
源
象
２
‥
イ
グ
ナ
シ
オ
ー
レ
テ
ス
の
肛
酋

一
川
い
噂
」
の
源
泉
の
二
つ
日
は
、
や
は
り
古
川
心
美
了

さ
ん
が
お
占
き
に
な
っ
た
論
文
に
あ
る
、
イ
グ
ナ
シ
オ
ー
レ

テ
ス
の
証
。
ｊ
。

レ
テ
ス
は
佐
岬
碩
の
メ
キ
シ
コ
で
の
一
Ｈ
　
１
　
１
　
ｌ
ｌ
　ｏ
　
の
弟
了
グ

ル
ー
プ
の
一
人
で
、
佐
野
と
は
非
常
に
親
し
く
て
い
ろ
ん
な

仕
事
を
一
緒
に
や
っ
て
い
た
人
。
そ
の
彼
の
証
言
に
よ
れ
ば
、

シ
ケ
イ
ロ
ス
の
襲
撃
で
関
係
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
人
た
ち

が
出
獄
し
た
と
き
に
、
家
族
に
会
う
よ
り
も
先
に
佐
野
碩
の

と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
た
。
佐
野
碩
も
そ
の
嘔
件
に
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
何
か
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

かという、。

レ
テ
ス
は
私
に
も
、
佐
野
碩
が
そ
の
当
時
そ
わ
そ
わ
し
て

い
た
ー
ス
ペ
イ
ン
乱
で
Ｗ
ｎ
ｏ
ｎ
質
だ
っ
た

ー
と
言
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
叫
碩
か
メ
キ
シ
コ
に
柚
い
た
と
き

に
ど
う
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の
当
叶
、
八
・
麗
党
な
ど
と
ど
う
い
う
関

係
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。佐

野
碩
の
始
め
た
「
芸
術
劇
場
（
テ
ア
ト
ロ
ー
デ
ー
ラ
ス
・

ア
ル
テ
ス
）
」
の
巾
に
は
、
メ
キ
シ
コ
共
産
党
の
細
胞
、
「
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
細
胞
」
と
い
う
の
か
あ
っ
た
と
い
う
。

か
か
か
っ
て
、
各
地
か
ら
「
化
野
碩
の
亡
命
を
認
め
よ
」
と

い
う
も
の
す
ご
い
量
の
。
電
報
が
送
ら
れ
て
来
る
。
そ
こ
に
は

写
貞
家
・
映
画
監
督
の
ホ
ー
ル
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
と
か
、
土
要

な
演
劇
人
と
か
、
た
く
さ
ん
名
前
が
川
て
く
る
。
そ
う
し
て

彼
は
や
っ
と
メ
キ
シ
コ
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
が
下
船
し
た
と
き
に
ベ
ラ
ク
ル
ス
の
新
聞
は
「
テ
ロ
リ

ス
ト
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
演
川
家
だ
っ
た
」
（
笑
）
と
い
う
見

出
し
の
記
小
を
出
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
前
に

テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
入
川
を
阻
ん
で
い
る
と
い
う
情
報
が
す

で
に
流
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
…
…
｝
」
・
っ
い
う
情
報
漏
れ

か
あ
る
の
か
而
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
が
。

さ
て
、
こ
う
し
た
事
情
を
見
て
み
る
と
、
い
く
ら
日
本
総

領
事
か
ら
の
公
式
な
文
河
で
あ
っ
て
も
一
概
に
そ
れ
が
事
実

の
裏
づ
け
に
な
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

一
九
四
一
乍
四
月
の
メ
キ
シ
コ
市
警
察
習
艮
官
か
ら
の
文

書
の
あ
と
、
一
〇
月
に
佐
野
は
内
務
大
臣
か
ら
尋
川
を
受
け

る
か
、
最
終
的
に
は
「
辿
合
国
支
持
者
で
あ
る
」
、
「
民
主
土

義
者
で
あ
る
」
と
い
う
お
墨
伺
き
を
も
ら
っ
て
｝
九
凹
二
乍

に
解
放
さ
れ
る
。

し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
内
務
省
か
お
墨
付
き
を
く
れ
て
も
、

木
１
に
そ
う
だ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
ま
た
分
か
ら
な

い。
一
九
回
二
年
の
時
点
で
は
太
平
洋
戦
印
が
岫
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
数
年
前
か
ら
メ
キ
シ
コ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
に
対

し
て
善
隣
外
交
を
展
川
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
軍

国
七
義
な
ど
を
批
刊
す
る
よ
う
な
日
木
人
に
対
し
て
好
愚
的

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
を
襲
撃
し
た
あ
と

の
シ
ケ
イ
ロ
ス
が
ど
う
な
っ
た
か
と
言
う
と
、
メ
キ
シ
コ
政

府
も
ち
ょ
っ
と
都
合
が
悪
か
っ
た
ら
し
く
、
彼
は
抽
ま
る
が
、

佐
野
碩
は
Ｉ
式
に
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
か
、
会

合
に
は
と
き
ど
き
顔
を
心
し
て
い
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
捕

ま
っ
た
可
能
性
か
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
佐
野
碩
は
非
冊

に
心
配
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
艦

し
入
れ
な
ど
も
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
人

は
し
た
休
験
の
あ
る
佐
町
に
と
っ
て
は
、
そ
う
い
う
休
験
を

し
て
川
て
き
た
自
分
の
学
生
を
、
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
受

け
人
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
ト
ロ
ツ
キ
イ
襲
撃
に
つ
な
が
る
十
分
な
証

拠
と
は
．
ｊ
え
な
い
だ
ろ
う
。

-
噂
の
源
泉
３
‥
メ
キ
シ
コ
市
讐
察
̶
長
か
ら
の
文
魯
と

ア
メ
リ
カ
ー
メ
キ
シ
コ
ヘ
の
入
国
事
情

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
一
見
決
定
的
な
資
料
な
の
だ
が
、

一
九
四
一
年
四
月
二
五
日
に
メ
キ
シ
コ
市
の
警
察
署
艮
が
内

務
大
臣
宛
に
出
し
た
文
書
か
あ
っ
て
、
そ
の
巾
に
「
在
米
日

本
総
領
事
か
ら
の
通
報
に
よ
る
と
、
佐
野
碩
は
シ
ケ
イ
ロ
ス

に
ト
ロ
ツ
キ
イ
磐
撃
を
指
示
し
た
。
彼
は
モ
ス
ク
ワ
で
は
あ

る
絹
織
の
政
治
几
局
員
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

こ
の
文
占
だ
け
を
読
む
と
、
目
本
の
総
領
事
か
そ
う
言
っ

てくるのだから、１５１
　ｉｌ
　ＵＥＩＥＩ
　　１
　１
　１
　なＩづけがあるとも

七
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
外
交
資
料
館
「
要
机
察
人
Ｓ
の
部
」

佐
野
碩
の
瓜
を
読
ん
で
み
る
と
、
日
木
政
府
が
か
な
り
執
拗

に
佐
野
の
人
国
を
妨
害
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
佐
野
碩
の
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
メ
キ
シ
コ
ヘ
の
入

国
事
情
を
見
て
み
よ
う
。

-
ア
メ
リ
カ
ー
メ
キ
シ
コ
ヘ
の
入
国
事
情

も
と
も
と
佐
野
瓜
は
、
ま
ず
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
ア
メ
リ
カ
に

渡
る
こ
と
を
想
定
し
て
ビ
ザ
を
申
請
す
る
か
、
日
本
外
務
省

な
ん
と
な
く
曖
叫
に
な
っ
て
、
そ
し
て
キ
ュ
ー
ハ
を
経
由
し

て
、
ハ
ブ
ロ
ー
ネ
ル
ー
ダ
（
在
メ
キ
シ
コ
の
チ
リ
総
領
事
で
爵

人
）
の
ツ
テ
で
チ
リ
に
亡
命
す
る
。

そ
う
い
う
メ
キ
シ
コ
政
府
の
出
し
た
お
墨
付
き
を
も
と
に

佐
野
碩
は
関
係
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い

だろう。。

Ｉ
シ
ケ
イ
ロ
ス
と
の
関
係

も
う
ひ
と
つ
付
け
加
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
佐
呼
を

助
け
た
石
垣
縫
子
が
「
佐
町
碩
か
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
た
の
は
、

シ
ケ
イ
ロ
ス
の
誘
い
だ
っ
た
」
と
附
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は

令
然
不
思
議
で
は
な
い
。
当
時
多
く
の
日
本
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ

ハ
人
や
ア
メ
リ
カ
人
の
公
術
家
た
ち
が
た
く
さ
ん
、
シ
ケ
イ

ロ
ス
や
リ
ベ
ラ
や
オ
ロ
ス
コ
（
三
人
と
も
メ
キ
シ
コ
皿
画
運
動

の
代
表
的
什
家
）
な
ど
の
誘
い
を
受
け
て
メ
キ
シ
コ
に
行
っ

て
い
る
し
、
知
人
の
亡
命
者
も
た
く
さ
ん
い
る
。
シ
ケ
イ
ロ

-ｉ

Ｅ
Ｉ
Ｎ
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ス
の
誘
い
で
佐
野
か
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
何
の
証
拠
に
も
な
ら
な
い
。

シ
ケ
イ
ロ
ス
と
佐
野
碩
は
、
実
際
親
し
か
っ
た
。
ト
ロ
ツ

キ
イ
を
襲
撃
し
た
当
時
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
は
メ
キ
シ
コ
亀
気

労
辿
の
新
し
い
建
物
の
装
飾
の
什
小
-
-
壁
画
を
描
い
た

り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
昨
っ
た
り
Ｉ
を
し
て
い
た
。
そ

の
頃
に
佐
野
碩
は
芸
術
劇
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い

て
、
『
吊
る
さ
れ
者
の
反
乱
』
や
コ
フ
ー
コ
ロ
ネ
ラ
に
と
い
っ

た
舞
台
の
装
置
や
衣
敲
や
仮
而
を
作
る
の
に
、
両
家
だ
ち
か

協
力
し
て
お
り
、
そ
の
巾
に
は
襲
撃
叫
件
に
心
接
関
係
し
た

人
た
ち
も
い
る
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
あ
た
り
か
ら

「
実
は
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
あ
る

い
は
「
し
な
き
や
い
け
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
知

恵
を
貸
し
て
く
れ
」
な
ん
て
い
う
相
談
を
受
け
た
可
能
性
は
、

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
と
思
う
。

と
い
う
の
も
、
晩
野
碩
と
い
う
人
は
峨
闘
経
験
は
な
い

け
れ
ど
も
、
な
ん
と
い
う
か
、
「
戦
闘
的
」
な
人
で
、
ま
た
、

そ
の
当
叫
、
ミ
リ
タ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
言
説
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
演
川
グ
ル
ー

プ
の
川
語
に
は
、
軍
の
用
語
と
非
常
に
似
て
い
る
よ
う
な
使

い
方
が
あ
る
し
、
な
に
よ
り
佐
野
碩
は
「
元
気
の
い
い
」
人

だ
っ
た
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
叫
で
頼
り
に
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

た
だ
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
が
佐
野
に
何
か
言
っ
た
と
い
う
証
拠

的
な
も
の
は
何
も
な
い
。

そ
の
当
時
、
イ
グ
ナ
シ
オ
ー
レ
テ
ス
と
同
じ
く
佐
町
爪
の

す
ご
く
近
く
で
一
緒
に
什
事
を
し
て
い
た
人
た
ち
の
な
か

に
ホ
セ
・
ひ
フ
ダ
が
い
る
。
レ
テ
ス
の
グ
ル
ー
プ
か
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
芸
術
迎
動
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
の
に

動
を
し
て
い
た
は
ず
だ
。
一
九
三
一
年
九
月
に
ド
イ
ツ
に

行
っ
て
す
ぐ
、
そ
の
年
の
Ｉ
〇
月
に
佐
野
は
ド
イ
ツ
共
産
党

に
入
党
の
申
請
を
し
て
い
る
。

一
九
三
二
年
、
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
よ
っ
て
国
際
労
働
者
演

劇
同
盟
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
は
本
部
を
モ
ス
ク
ワ
ヘ
移
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
佐
野
も
ド
イ
ツ
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
移
る
こ

と
に
な
る
。
一
九
三
二
年
の
六
月
の
初
め
頃
、
佐
野
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
獣
秘
沁
べ
収
と
一
緒
に
、
船
で
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
に
行
く
。

こ
の
「
履
歴
書
」
と
い
う
資
科
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

原
文
は
ド
イ
ツ
肥
だ
が
、
こ
れ
か
そ
の
と
き
の
彼
の
身
分
証

明
で
あ
っ
た
。
「
履
歴
魯
」
と
嗇
い
て
あ
る
か
、
い
わ
ぱ
『
党

歴
証
』
だ
。
こ
れ
に
彼
が
自
筆
で
サ
イ
ン
を
し
て
、
そ
の
下

に
ド
イ
ツ
共
産
党
第
二
日
本
語
部
-
-
-
こ
の
『
第
二
』
と
い

ぅ
の
か
ま
た
而
白
く
て
、
「
第
こ
も
あ
っ
た
の
か
と
思
わ

履 歴 参

ドイツにおける日本語部の推薦で１９３１年｜○月ドイツ
共産党への入党を申請し、日本語部および日本人輩命
グループにて活助した．

１９３２年５月佐野碩（署名）

ド イ ツ 共 産 党 第 二 日 本 語 郎 後 書 き

ここに、我々の同志、佐野碩がベルリンの日本語および
日本人革命グループにおき、革命的プロレタリアートの
ための非常に優れた働きをしたことを証明する．

対
し
て
、
ホ
セ
ー
ヘ
ラ
ダ
の
グ
ル
ー
プ
は
民
衆
演
劇
だ
と
か

政
治
演
劇
の
迎
動
の
力
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の

ホ
セ
ー
ヘ
ラ
ダ
は
「
仇
野
碩
は
全
然
関
係
な
い
」
と
証
言
し

て
い
る
。
ま
あ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
佐
野
碩
を
か
ば
っ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
（
笑
）
、
こ
の
証
言
も
碇
尖
な
証
拠

と
は
ち
ょ
っ
と
ａ
え
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
証
言
や
文
ふ
か
ら
は
、
佐
呼
か
ト
ロ

ツ
キ
イ
襲
窄
に
関
係
し
て
い
た
と
も
、
し
て
い
な
か
っ
た
と

も
言
い
切
る
こ
と
か
で
き
な
い
。

一
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
可
能
性

し
か
し
私
は
、
も
し
仮
に
佐
野
が
関
係
し
て
い
た
と
し
て

も
Ｋ
Ｇ
Ｂ
な
ど
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
は
ま
っ

た
く
な
い
と
思
う
。

根
拠
の
ひ
と
つ
は
メ
キ
シ
コ
入
国
の
し
か
た
が
お
か
し
い

こ
と
。
各
地
か
ら
の
支
援
の
電
報
で
よ
う
や
く
人
る
よ
う
な
、

不
確
実
で
目
立
つ
方
法
を
Ｋ
Ｇ
Ｂ
か
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
さ
せ

る
こ
と
は
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
暗
殺
の
計
両
・
新
揮
を
し

た
ソ
辿
秘
密
警
察
（
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
）
の
ス
ー
ス
ロ
フ
が
回
顧
剱

で
佐
野
の
名
加
を
旱
げ
て
い
な
い
こ
と
。
ス
ー
ス
ロ
フ
は

。
刺
客
〃
と
し
て
三
人
の
名
前
を
乍
げ
て
い
て
、
ひ
と
り
は

シ
ケ
イ
ロ
ス
、
二
番
目
は
メ
ル
カ
デ
ル
、
三
番
目
は
名
前
は

出
て
こ
な
い
か
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ほ
う
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
だ
っ
た
と
占
い
て
い
て
、
佐
野
碩
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
佐
野

瓜
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。

い
ろ
い
ろ
と
細
か
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
「
思
い
噂
」

に
つ

れ
る
の
だ
が
ー
が
「
後
書
き
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
、
そ

れ
か
駝
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

こ
う
い
う
も
の
を
共
産
党
党
員
の
証
明
と
し
て
必
ず
持
っ

て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

彼
は
、
ド
イ
ツ
で
喜
び
刀
ん
で
共
産
党
へ
の
入
党
を
巾
請

し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
八
ヶ
月
く
ら
い
党
μ
候
補

と
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
活
動
を
す
れ
ば
正
式
に
党
員
と
し
て

認
め
ら
れ
た
は
ず
だ
っ
た
か
、
お
そ
ら
く
八
ヶ
月
と
い
う
の

は
満
た
さ
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
入
っ
た

段
階
で
は
ま
だ
党
員
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
共
産
尭
員
で
あ
っ
て
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

共
産
党
に
そ
の
ま
ま
移
籍
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
例
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
非
常
に
難
し
か
っ
た
ら
し
い
。
佐

野
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
の
飛
初
の
一
乍
く
ら
い
、
猛
烈
に
国
際

労
働
者
演
劇
同
盟
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
-
一
丸
三
二
乍
一
一
月

か
ら
は
改
名
し
て
円
際
革
命
演
劇
同
盟
Ｔ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
）
̶
-
‘
-

の
書
記
局
の
仕
事
を
す
る
の
だ
か
、
そ
の
背
・
景
に
は
【
「
党
に

認
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
っ
て
い
る
。

■
ソ
遠
へ
の
入
国
事
情

勝
木
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
行
く
前
年
の
一
九
三
一
年

一
つ
月
、
仇
野
は
千
剛
是
也
と
一
緒
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
行
っ

て
い
る
。
ト
川
位
命
の
記
念
行
小
を
見
物
す
る
観
光
旅
行
の

一
団
と
し
て
行
く
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
機
会
を
利
川
し

て
ま
だ
存
命
だ
っ
た
片
山
潜
や
野
坂
参
三
ら
と
辿
結
を
収
る

た
め
だ
っ
た
ら
し
い
。

１
年
モ
ス
ク
ワ
ヘ
移
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
最
初
、
前
述

の
よ
う
に
勝
本
と
船
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
行
っ
た
。
そ
の

い
て
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
紹
介
し

た
。
あ
ま
り
関
心
が
な
い
方
に
は
、
ど
う
も
火
礼
い
た
し
ま

し
た
（
笑
）
。

３
。
佐
野
碩
と
共
産
党
／
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

１スライド】

共産党・コミンテルンとの関係
●ドイツでの入党申請（資料参照）
●ソ迷入国事情
●国際革命演劇同盟書紀局員としての活動
●「芸術は民衆のものだ」の発売停止
●ソ連出国事情
●米国入国事情
●メキシコ入国事爾

そ
れ
で
は
、
ソ
辿
へ
の
入
国
か
ら
佐
野
碩
の
活
助
を
辿
っ

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

Ｉ
ド
イ
ツ
で
の
入
党
申
請

佐
町
碩
が
ど
う
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
か
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
彼
と
八
産
兌
-
１
日
本
や
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ

ツ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
世
界
の
共
産
党
、
あ
る
い
は
そ
の
辿
帯

の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
’
-
-
-
と
の
関
係
か
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
を
捉
え
て
お
く
必
要
か
あ
る
。

彼
は
ま
ず
、
日
木
で
は
党
貝
で
は
な
か
っ
た
。
党
の
た
め

の
寄
付
を
し
た
と
し
て
逮
川
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
あ
、
叔
父

も
共
産
党
の
桁
導
む
だ
っ
た
し
、
尖
質
的
に
は
党
□
的
な
行

と
き
自
分
の
実
名

の
ハ
ス
ホ
ー
ト
で

は
な
く
「
ニ
ッ

キ
」
と
い
う
姓
の

ハ
ス
ポ
ー
ト
を

便
っ
て
行
く
の
だ

か
、
そ
れ
を
野
坂

-』-

野坂参三

参
三
に
咎
め
ら
れ
る
。
「
あ
な
た
は
コ
ン
タ
ク
ト
・
ハ
ー
ソ

ン
ー
正
式
の
名
前
で
活
助
し
て
、
誰
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
人
-
な
ん
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
パ
ス
ポ
ー

ト
で
入
っ
て
来
い
」
と
言
わ
れ
て
、
一
度
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、

一
〇
月
頃
に
今
度
は
列
巾
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
人
っ
て
出

迎
え
を
受
け
た
と
い
う
。

そ
れ
を
帆
じ
る
小
さ
い
記
嘔
が
’
。
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
’
』
に

祓
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
全
ロ
シ
ア
演
劇
協
会
の
図
書
室
で
初

め
て
見
た
と
き
に
、
「
な
ん
て
佐
野
碩
が
着
い
た
と
い
う
の

か
載
っ
て
い
る
の
か
な
｀
一
と
い
う
く
ら
い
で
、
あ
ま
り
父
に

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
佐
野
碩
」

佃
人
フ
ァ
イ
ル
か
ら
町
坂
に
言
わ
れ
て
人
岡
し
な
お
し
た
と

い
う
事
柚
が
分
か
っ
て
き
た
。
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
佐
町
破
は
野
坂
た
ち
か
ら
特
定
の

役
刈
を
川
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

皿
国
際
革
命
演
劇
同
盟
書
記
局
か
ら
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
へ

佐
野
は
モ
ス
ク
ワ
で
国
際
労
働
昔
農
民
演
劇
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
絹
織
し
、
そ
の
後
、
剛
場
人
ク
ラ
ブ
で
【
創
造
に
関

す
る
会
廠
】
な
ど
を
や
っ
て
い
た
か
、
そ
れ
か
終
わ
っ
た

一
九
三
三
年
六
月
、
突
然
、
叔
父
佐
野
学
の
「
昿
向
」
の

ニ
ュ
ー
ス
か
入
る
。
仇
野
破
は
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
は
口
じ
ら

れ
ず
、
あ
ち
こ
ち
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、
そ
の
夏
に
は
ベ
ル

ｎｌＥλhttp:/www.Ｗｒ２Ｑ１１Ｗｌ.-１１皿-http:/www.ｆ.co.jp・-．０
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リ
ン
や
ハ
リ
、
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
行
っ
た
り
し
て
い
ろ
い
ろ
調

べ
た
平
句
、
「
や
は
り
そ
れ
は
本
当
で
あ
る
」
と
い
う
結
臨

に
達
し
た
。
日
本
で
は
佐
野
学
の
昿
向
声
叫
を
乱
ん
だ
獄
巾

の
共
産
党
員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
転
向
し
、
プ
ロ
ッ
ト
（
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
劇
場
同
盟
）
に
も
大
薗
圧
が
始
ま
っ
て
い
く
。

翌
一
九
三
四
年
、
慨
町
田
は
フ
ロ
ッ
ト
は
沁
滅
し
た
と
口

際
革
命
演
劇
同
盟
ぶ
］
-
肥
-
几
で
報
告
す
ｉ
ｇ
　
　
５
川
に
と
っ
て

は
、
い
ち
ぱ
ん
重
要
だ
っ
た
ド
イ
ツ
が
潰
れ
、
希
望
の
星
だ

と
思
わ
れ
て
い
た
日
本
も
ダ
メ
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は

辿
絡
が
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
も
ふ
る
わ
な
い
し
、
パ
リ
も
…
…

と
、
絹
楸
か
ど
ん
ど
ん
消
滅
し
て
い
く
状
況
に
、
古
記
局
で

什
剌
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
困
窮
し
た
。
１
峙
の
ぶ
記
局
長

で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
沁
出
家
ア
ー
ウ
ィ
ン
ー
ピ
ス
カ
ー
ト
ル

や
、
佐
野
、
土
方
は
、
同
盟
の
局
員
た
ち
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の

劇
場
に
受
け
人
れ
て
も
ら
っ
て
、
創
作
活
動
を
さ
せ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
交
渉
を
す
る
が
、
そ
れ
は
結
局
流
れ
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
最
終
的
に
は
、
佐
野
は
一
九
二
丿
年
の
一
一
月
頃

か
ら
（
予
算
上
は
１
乍
一
月
か
ら
）
国
立
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇

川
の
繊
出
助
手
兼
研
究
員
と
し
て
、
上
方
は
や
は
り
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
が
監
督
し
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
革
命
劇
場
に
、
そ
れ

ぞ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
、
ビ
ス
カ
ー
ト
ル
は
ハ
リ
に
斤
く
こ
と

ＵＵｌｊ
　　１
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ゴ
ー
リ
キ
イ
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
、
次
に
何
人
か
が
出
て
き

て
、
そ
の
巾
に
ブ
ハ
ー
リ
ン
も
人
っ
て
い
た
。
こ
の
本
か
広

く
世
に
出
る
前
に
そ
の
プ
ハ
ー
リ
ン
の
粛
清
が
あ
っ
た
た
め

に
、
こ
の
本
は
発
売
禁
止
に
な
っ
て
し
ま
う
。

た
だ
し
、
あ
と
で
お
話
し
す
る
が
、
こ
の
本
で
佐
野
碩
は

注
目
す
べ
き
こ
と
を
杏
い
て
い
る
。

■
ソ
達
出
国
事
情

そ
の
後
、
一
九
三
七
年
に
佐
呼
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
の
出

川
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
嘲
沁
さ
れ
て
追
放
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
実
は
、
上
方
も
佐
町
碩
も
、
そ
の

前
年
く
ら
い
か
ら
「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
帰
っ
て
は
ど
う
か
」
と

い
う
話
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
て
い
た
劇
川
か
ら
出
さ
れ
て

いた。土
方
の
場
合
は
日
本
か
ら
家
族
辿
れ
で
来
て
い
る
か
ら
ま

だ
い
い
が
、
佐
野
は
そ
の
頃
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
な
性
と
結
婚
し

て
子
供
も
い
た
の
で
、
彼
と
し
て
は
も
う
し
ぱ
ら
く
い
る
つ

も
り
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ

「
や
め
て
帰
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
Ｉ
．
Ｊ
わ
れ
て
も
困
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
演
劇
Ｗ
で
活
助
し
て
い
た
ビ
ス
カ
ー
ト

ル
の
よ
う
な
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
も
名
前
か

あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
か
ら
放
り
出
さ

れ
て
も
困
ら
な
い
か
、
佐
野
碩
が
日
本
の
演
劇
界
で
や
っ
て

き
た
こ
と
が
す
ぐ
に
世
外
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
叶
代
て
は

な
か
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
心
味
で
も
な
か
な
か
行
く
と
こ

ろ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
彼
は
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
ｔ
も
う
ち
ょ
っ
‘
と
い
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
。
。
、
ぃ
い
、
メ
で
エ
ル
ホ
リ
ド
は
波
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
劇
場
そ
の
も
の
が
た
い

に
な
る
。

こ
う
し
て
、
陛
野
は
小
命
演
劇
家
と
し
て
の
組
織
活
動
か

ら
は
少
し
隨
れ
て
、
も
と
も
と
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

沁
劇
の
火
際
の
勉
心
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
而
白
い
の
は
、
彼
は
ど
こ
に
受
け
人
れ
て
も
ら
う

か
と
い
う
品
か
出
て
き
た
と
き
に
、
火
は
姐
初
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
イ
に
付
く
と
卜
・
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ｙ
Ｗ
Ｂ
　
ｊ
限

が
。
悲
か
っ
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
は
『
演
出
に
つ
い
て
勉

必
す
る
ん
だ
っ
た
ら
、
自
分
よ
り
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
ほ

う
か
い
い
』
と
ー
っ
て
薦
め
た
と
い
う
。

そ
も
そ
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
あ
ま

り
関
心
を
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
国
際
￥
命
泌
劇
回
盟
の
数

少
な
い
支
持
者
で
、
会
｀
口
に
出
川
し
た
り
、
サ
ボ
ー
ト
を
し

た
り
し
て
い
た
。
そ
れ
で
佐
野
碩
が
来
る
と
大
歓
迎
を
し
て
、

さ
っ
そ
く
い
ろ
ん
な
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

佐
町
碩
は
、
そ
こ
で
や
る
よ
う
な
泌
川
・
研
究
の
什
ｊ
を
、

実
は
日
本
で
も
や
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
『
。
太
陽
の
な
い

街
に
二
几
呂
‥
。
印
二
月
、
左
翼
劇
川
第
一
四
回
公
岫
』
で
は
、

自
分
は
ぜ
ん
ぜ
ん
参
加
し
な
い
で
、
村
山
勾
義
の
演
出
を
克

明
に
研
究
し
、
眼
察
し
た
こ
と
を
す
ぐ
、
そ
の
日
の
う
ち
に

俳
優
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。
破
は
そ
う
い
う
や
り
方
を
、
メ

イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
の
演
出
研
究
所
で
も
や
っ
て
い
る
。

・ｓＳｆ゛ ’
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へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
反
体
制

派
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
し
、
砧
に
批
判
を
受
け
て
立
つ
よ
う

な
姿
努
を
と
る
も
の
だ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
締
め
付
け
か
厳
し

く
な
っ
て
き
て
、
一
九
三
五
年
以
降
は
、
新
作
を
作
っ
て

も
、
そ
れ
が
全
く
発
去
で
き
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
つ
ま

り
、
（
新
作
か
出
な
い
劇
川
と
い
う
の
は
律
か
あ
ま
り
米
な
く
な

る
の
で
）
お
命
は
か
か
る
け
れ
ど
も
収
入
が
な
く
な
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
教
育
省
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
の
予
卵
も
絞

ら
れ
て
き
て
、
佐
野
碩
が
い
た
研
究
所
な
ど
も
、
ど
ん
ど
ん

人
口
が
縮
小
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
一
方
、
一
九
三
七
年
の
四
月
頃
か
ら
、
山
本
懸
蔵
か

佐
野
を
呼
ん
だ
り
、
彼
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
た
り
し
て
い
ろ

い
ろ
叫
情
を
聞
い
て
、
佐
野
。
碩
の
人
物
評
価
を
を
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
に
報
告
す
る
。
山
本
は
そ
の
巾
で
「
作
野
碩
は
政
治
的

に
は
安
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
海
外
、
つ
ま
り
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
の
外
に
出
し
た
ほ
う
か
、
い
ろ
い
ろ
活
躍
の
川
が
あ
る
」

と
い
う
よ
う
な
匍
告
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
川
の
際
、
野
坂
参
三
が
化
野
碩
に

川
待
し
て
い
た
役
割
と
合
致
す
る
。

野
坂
は
そ
の
当
時
カ
リ
フ
ー
ル
ニ
ア
を
根
拠
に
し
て
、
対

口
の
山
伝
文
Ｒ
‥
な
ど
を
作
っ
て
は
送
り
込
む
よ
う
な
什
小
を

し
て
い
る
が
、
佐
野
碩
を
そ
う
い
っ
た
活
動
や
、
あ
る
い
は

巾
口
の
抗
口
戦
線
で
の
収
利
や
活
動
の
協
力
名
に
し
た
い
と

と
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。

実
際
、
一
几
三
八
年
で
一
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
提
川
さ

れ
た
佐
町
の
・
評
価
-
こ
れ
は
八
皿
党
の
申
て
は
升
川
に
重

要
な
も
の
で
、
こ
の
丿
価
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
監

誕
下
に
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
ー
の
巾
で
、
野

坂
も
「
彼
は
政
治
的
に
は
安
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
反

・ＭｙＦｒ-｜’｜り詞甲１９ｙｉ叩９１．１

中央で腕組みをしているのか佐野碩。後ろはメイエルホリド，

そ
う
い
う
心
料
が
モ
ス
ク
ワ
の
文
学
芸
術
文
書
館
に
あ
っ
て
、

于
が
き
の
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
、

一
『
芸
術
は
民
衆
の
も
の
だ
』
販
売
中
止
事
情

岡
際
革
命
演
劇
同
盟
の
活
動
は
柵
小
し
た
も
の
の
、
佐
野

碩
と
土
方
は
、
】
九
三
四
年
八
月
の
第
一
回
全
ソ
什
家
同
盟

の
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
出
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
そ

う
い
う
会
嶼
の
代
衣
占
を
日
木
か
ら
出
国
さ
せ
る
の
か
だ

ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
き
て
、
佐
野
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
放
仔
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

佐
野
は
、
そ
の
作
家
同
盟
会
廠
で
の
土
方
の
演
説
や
似

頗
絵
つ
き
の
参
加
者
紹
介
の
よ
う
な
も
の
を
日
本
語
で
書

き
、
ｊ
Ｅ
は
民
衆
の
も
の
だ
」
と
い
う
本
に
し
た
（
土

方
と
の
共
著
）
。
モ
ス
ク
ワ
国
際
川
版
所
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
一
九
三
五
年
に
出
版
し
た
の
だ
が
、
こ
の
巾
に
ブ
ハ
ー

リ
ン
が
非
常
に
人
き
く
川
て
く
る
。
一
冊
最
初
に
議
以
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
、
人
民
戦
線
の
活
助
に
は
非
常
な
尽
力
か
あ
っ

て
、
ぜ
ひ
ア
メ
リ
カ
で
い
ろ
い
ろ
活
助
さ
せ
た
い
」
と
言
っ

て
い
る
。

佐
野
に
こ
う
し
た
評
価
を
与
え
る
際
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

収
っ
た
の
か
山
木
懸
蔵
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
よ
く
分
か
ら

な
い
。
町
坂
が
不
在
の
た
め
に
実
質
的
な
代
表
は
山
木
だ
っ

た
か
、
両
名
の
川
に
は
辿
絡
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
文
化
活
動

や
郎
下
工
作
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
野
坂
か
主
導
的
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
も
か
く
、
一
九
三
七
年
四
～
五
月
の
段
階
で
押
価
か
行

われ、川ｎ７１１
　１
　５１４作成された。

そ
も
そ
も
佐
野
や
土
方
は
、
自
分
の
家
か
ら
お
金
か
山
る

と
い
う
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
と
っ
て
は
工
作
員
と
し
て
非
常

に
「
都
合
の
良
い
」
、
つ
ま
り
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
金
を
川
さ

な
く
て
も
自
主
的
に
活
勤
し
て
く
れ
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
土

方
は
党
は
で
は
な
い
の
で
関
係
な
か
っ
’
た
か
も
し
れ
な
い
か
、

佐
野
碩
は
そ
う
い
う
活
動
か
で
き
る
人
と
騨
価
さ
れ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
ソ
辿
か
ら
の
出
国
は
、
追
放
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
、
活
動
の
た
め
に
外
に
川
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
化
野
の
ソ
辿
山
旧
に
つ
い
て
、
私
は

加
鵬
先
生
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
感
じ
方
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
も
と
も
と
川
る
こ
と
に
つ
い
て
は
予
洲
さ
れ
て

い
た
し
、
し
か
も
そ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
ビ
ザ
を

巾
請
し
た
り
し
て
い
る
（
拒
否
さ
れ
る
か
）
。
さ
ら
に
、
先
ほ

ど
お
話
し
し
た
ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
ヘ
の
ｔ
べ
国
卜
柚
を
見

て
も
、
彼
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
野
坂
参
三
や
ア
メ
リ
カ
仕
ハ
産

党
の
ブ
ラ
ウ
ダ
ー
た
ち
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
ア
メ
リ
カ

八
産
党
と
接
触
し
、
辿
結
を
収
り
な
か
ら
い
ろ
い
ろ
助
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
確
か
に
あ
る
。

佻
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
着
く
と
す
ぐ
、
Ｔ
Ａ
ｃ
∃
Ｅ
ｉ

７ ・ 蕉 λ Ｒ Ｔ Ｔ ・ 屑 Ｅ Ｓ
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ン
『
｛
乱
回
目
一
｛
｛
圧
と
い
う
組
織
や
、
映
画
川
係
の
人
民
峨

線
・
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
糾
織
な
ど
の
雑
誌
に
自
分
で
記
事
を

ぶ
い
た
り
、
ほ
か
の
人
に
書
く
よ
う
に
女
渉
・
説
得
し
た
り

と
い
っ
た
活
助
を
し
て
い
る
。

-
ス
タ
ー
リ
ン
粛
済
体
験

そ
れ
で
は
、
佐
野
碩
は
ス
タ
ー
リ
ン
小
泗
の
状
況
、
尖
状

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
砲
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
。

【スライド】-

スターリン粛清体験
一九三五年
一九三六年
一九Ξ七年

アフメテリ
ヴァルハホフスキイ
国崎定洞

彼
が
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
身
近
な
人
た
ち
か
、
彼

が
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
川
に
次
々
と
粛
沁
の
対
象
に
な
っ
て

い
っ
た
。

ひ
と
り
は
、
私
が
継
続
的
に
剛
究
し
て
い
る
サ
ン
ド
ロ
・

ア
フ
メ
テ
リ
と
い
う
グ
ル
ジ
ア
の
演
出
家
。
佐
野
は
日
本
を

山
る
前
、
東
大
新
附
に
出
し
た
？
」
れ
か
ら
の
泌
出
形
態
は

』
と
い
う
記
事
の
中
で
ア
フ
メ
テ
リ
の
演
出
を
す
ご
く

持
ち
上
げ
て
、
「
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
や
ら
な
き
や
い
け
な

い
」
と
杏
い
て
い
る
。
そ
の
「
ア
フ
メ
テ
リ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」

が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
の
は
、
佐
野
は
見
て
い
な
い
の

だ
か
（
笑
）
。
彼
は
い
ろ
ん
な
新
附
や
雑
誌
を
非
常
に
克
叫

に
読
ん
で
世
界
の
浹
劇
の
動
き
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
の
で
、

--ｊ
だ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
ラ
ー
ゲ
リ
（
曲
制
収
容
所
）

に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
加
藤
先
生
か
紹
介
さ
れ
た
国
崎
定
洞
は
、
佐
呼

碩
と
土
力
が
出
る
前
に
掴
ま
っ
て
、
そ
れ
で
銚
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
た
ま
た
ま
出
発
が
遅
れ
た
た
め
に
、
国
崎
夫
人
か
ら

辿
捕
の
ニ
ュ
ー
ス
か
伝
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
ふ
う
に
身
近
な
人
が
粛
沁
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
、

佐
野
碩
は
何
か
ひ
ど
い
こ
と
か
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は

分
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
そ
れ
が
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
休
制
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
に
対
す
る
批
判
に
結
び
つ

く
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
尭
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
対
す
る
い
ろ

ハ
な
巾
傷
の
な
か
で
党
へ
の
ｉ
ｌ
叉
μ
で
な
い
ゆ
え
に
一
屑

純
粋
な
ト
ト
忠
誠
心
に
紳
ら
れ
て
い
た
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ

ン
‘
．
Ｅ
義
を
学
ん
だ
人
の
限
Ｗ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
の
啓
蒙
的
な
時
代
に
な
っ
て
、
メ
キ

シ
Ｊ
の
弟
子
た
ち
が
佐
野
碩
に
「
さ
あ
、
本
１
の
こ
と
を
言

え
と
言
っ
た
ら
、
佐
野
碩
が
困
っ
て
い
た
（
笑
）
と
い
う

よ
・
ソ
な
こ
と
を
ぼ
っ
て
い
る
。

４
。
政
治
と
演
劇
と
の
か
か
わ
り

や
、
に
、
化
野
碩
か
政
泊
と
の
か
か
わ
り
の
巾
で
沁
劇
と
ど

う
収
り
絹
ん
で
い
っ
た
の
か
、
乍
代
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。

■
日
本
一
『
勝
利
の
記
鯉
で
の
達
成

佐
野
に
と
っ
て
ぶ
治
と
泣
照
あ
る
い
は
尽
命
家
と

Ｅhttp://www.ｏｌ.
　ｌ
　ｉｌｌｌｌｏ
　　ｉｏ
　　ｌ
　ｌｉ
　ｌ
　ｌｉ
　　１１
　ｌ
　ｌｌ
　１１
　０１１１江的

サンドローアフメテリ

お
そ
ら
く
そ
う
い
う
紹
介
記
事
な
ど
を
見
て
書
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

ア
フ
メ
テ
リ
と
い
う
人
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
ー
シ

ス
テ
ム
を
一
応
は
学
ん
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
の
ほ
う
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
肢
は
、

『
山
に
皿
ま
れ
た
グ
ル
ジ
ア
と
い
う
土
咄
柄
や
そ
こ
に
仕
む

人
々
の
人
柄
や
、
リ
ズ
ム
ー
ー
人
々
の
リ
ズ
ム
、
上
活
の
リ

ズ
ム
、
い
の
ち
の
リ
ズ
ム
ー
ー
に
合
わ
せ
た
演
劇
を
す
る
‘

と
い
う
土
張
を
し
て
い
た
（
日
木
小
国
前
の
佐
野
爪
は
知
ら
な

か
っ
た
と
思
う
か
）
。

佐
野
は
一
九
三
三
年
六
月
の
刷
際
労
働
者
農
民
演
劇
オ
リ

ン
ビ
ッ
ク
の
あ
と
、
彼
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
劇
場
人

ク
ラ
ブ
の
「
剛
造
に
関
す
る
会
訊
」
に
ア
フ
メ
テ
リ
を
呼
ん

でいる。。
そ
の
ア
フ
メ
テ
リ
か
一
九
三
五
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で

突
如
逮
捕
さ
れ
て
、
実
は
そ
の
ま
ま
処
川
さ
れ
る
。
処
刑
さ

れ
た
こ
と
を
佐
野
田
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
辿
捕
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
知
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。

一
説
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
自
分
の
出
身
地
グ
ル
ジ

ア
か
ら
粛
清
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
、
彼
が
そ
の
対
象
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

Ｉスライド】-

政 治 と 演 劇 と の か か わ り

●日本出国時

「勝利の記録」-ひとつの達成
新たに孚ぶことーアフメテリのリアリズム

●ドイツでの実践

アジ・ブロのやり方、時事レウュー（カバレット）

●「演劇の天国」ソ遠で学んだこと

本格的な劇場経営と演出
スタニスラフスキイ・システム
ヴァフタンゴフの両認識
「芸術は民衆のものだ」の中での自己枇判

●メキシコでの新しい達成

な
関
係
で
あ
っ
た
」
（
笑
）
。

佐
野
碩
が
日
本
で
最
後
に
演
出
し
た
舞
台
か
へ
勝
利
の

紀
孫
’
一
（
左
翼
劇
場
ｉ
二
〇
・
回
公
演
ご
こ
幕
・
ヒ
川
、
村
山
知

義
作
、
佐
野
碩
・
杉
本
良
吉
・
西
郷
謙
二
演
出
、
島
公
岫
藍
岨
、

一
几
二
一
年
瓦
月
、
桑
地
小
劇
場
）
。
私
は
こ
の
タ
イ
ト
ル
だ

け
知
っ
て
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
で
い
た
の

だ
が
、
岡
村
氏
の
木
の
巾
に
そ
の
内
容
か
紹
介
さ
れ
て
い
て

’
吋
掲
７
目
巾
人
佐
野
一
の
生
き
一
一
て
Ｕ
、
非
常
に
参
七
に
な
っ
た
。

こ
の
Ｉ
．
勝
利
の
記
Ｗ
は
、
彼
に
と
っ
て
も
、
あ
・
る
い
は
日

本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運
動
に
と
っ
て
も
、
ひ
と
つ
の
心

成
点
で
あ
っ
た
と
思
う
。
演
出
の
良
さ
な
ど
に
つ
い
て
ー
え

ぱ
、
ｊ
線
’
一
一
や
・
ら
り
・
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
う
が
、
一
。
政
治
と
演
劇
」
-
民
閑
の
解
放
を

勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
瓜
衆
か
政
治
的
な
心
識
を
持
っ
て
ｓ
ｌ
ｓ
ｉ
ｓ

Ｕ
　
Ｅ
ｎ
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
と
い
う
観

点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
作
乱
は
非
常
に
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た。

そ
れ
か
ら
レ
フ
ー
ヴ
ァ
ル
ハ
ホ
フ
ス
キ
イ
と
い
う
、
名

回
復
後
に
は
マ
ー
ル
イ
劇
場
の
主
皿
演
出
家
を
や
っ
た
り

た
た
い
へ
ん
美
し
い
卵
台
を
剛
る
人
が
い
る
。
佐
野
碩
が

初
に
演
川
助
手
・
研
究
員
と
し
て
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場

仕
小
を
始
め
た
と
き
、
彼
と
非
常
に
親
し
く
な
っ
た
。
二

とも１１
　１
　ｊ１２ｊｊ２
　ｌｊ１が好きで、いろいろと趣味が合い、皮遅’

ま
で
研
究
の
や
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
り
し
た
‥

間
だ
っ
た
。
そ
の
ヴ
ァ
ル
ハ
ホ
フ
ス
キ
イ
が
一
九
三
六
年
・

使
い
込
み
の
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
、
あ
ま
り
調
べ
も
さ
れ
’

に
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
辞
め
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
こ
と
か
あ
っ
て
、
佐
野
碩
は
個
人
と
し
て
の
。

イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
対
し
て
必
ず
し
も
良
い
印
象
を
持
っ
て
’

な
か
っ
た
。

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
い
う
人
は
、
一
緒
に
什
事
を
し
た
Ｉ

た
ち
の
回
赳
に
と
き
ど
き
そ
う
い
う
品
が
出
て
く
る
。
エ
／

ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
「
す
ご
く
強
力
な
人
柄
で
、
誰
も
か
｀

の
自
我
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
し
ば
ら
く
は
圧
倒
さ
れ
る
ん
″

け
れ
ど
も
、
峙
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
距
離
を
置
い
て
、
そ
！

て
離
れ
な
い
と
自
分
の
仕
事
か
で
き
な
く
な
る
’
一
と
言
っ
ｙ

いる。ヴ
ァ
ル
ハ
ホ
フ
ス
キ
イ
は
、
運
悪
く
こ
れ
か
粛
清
の
時
什

こ
の
公
演
で
は
、
党
の
指
導
方
針
と
演
劇
人
た
ち
の
剛
什

活
動
か
、
た
だ
見
る
だ
け
の
作
在
か
ら
脱
し
た
睨
客
た
ち
と

柚
び
付
け
ら
れ
た
。
毎
日
Ｌ
演
の
前
に
観
客
た
ち
が
東
京
巾

の
あ
ち
こ
ち
で
赤
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
抗
議
行
動
の
デ
モ
な

ど
を
行
っ
た
。
し
か
も
そ
の
デ
モ
は
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
で

同
時
多
発
的
に
行
う
と
い
う
、
非
常
に
面
白
い
試
み
で
あ
っ

た
し
、
成
果
で
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
日
木
の
警
察
は
そ

う
い
う
状
況
を
見
て
す
ぐ
に
さ
ら
な
る
対
策
を
と
っ
た
だ
ろ

う
と
思
う
か
（
笑
）
。

こ
う
い
う
休
験
を
排
っ
て
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ッ
、

ソ
辿
に
行
っ
た
佐
野
碩
の
報
告
に
は
も
の
す
ご
く
脱
得
力
が

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
旧
際
劣
働
者
演
劇
同
̶
が
国
際
革
命
演

劇
同
川
柚
に
名
前
か
変
わ
る
拡
大
・
評
議
会
（
‘
八
Ξ
‘
｛
乍
一
一

月
｝
の
席
で
、
彼
は
巾
火
の
メ
ン
バ
ー
（
正
式
に
は
街
記
局
励

員
）
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
政
治
的
な
テ
ー
ゼ
の
川
題
と
も
絡
む
が
、
こ
の
Ｉ
．
脇

利
の
記
剱
』
の
方
向
性
か
「
労
働
者
」
を
強
調
す
る
階
級
川

争
路
線
か
ら
、
よ
り
多
く
の
民
衆
と
と
も
に
戦
お
う
と
す
る

統
一
戦
線
路
線
へ
の
転
換
と
い
う
流
れ
と
ｍ
な
っ
た
こ
と
か
、

佐
野
や
プ
ロ
ッ
ト
ヘ
の
賞
に
に
つ
な
が
っ
た
と
と
え
ら
れ
る
。

こ
の
ぺ
勝
利
の
記
剱
”
上
演
の
あ
と
、
佐
野
碩
は
先
ほ
ど

の
「
ア
フ
メ
テ
リ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
樅
案

を
し
て
日
本
を
発
つ
。
。

ド
イ
ッ
ヘ
向
か
う
途
巾
に
立
ち
寄
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
そ

れ
ほ
ど
注
目
す
べ
き
こ
と
は
な
か
っ
た
か
、
彼
が
い
ち
は
ん

学
ん
だ
の
は
、
お
そ
ら
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
有
ぶ
映
画
の
作

り
方
で
、
こ
れ
に
は
非
町
に
山
い
関
心
を
樗
っ
て
い
た
。

圃
ド
イ
ツ
い
カ
ハ
レ
ヅ
ト

ド
イ
ツ
で
は
、
［
ア
ジ
プ
ロ
（
ア
ジ
テ
ー
シ
ー
・
ン
‘
ブ
ロ
ハ
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ガン１
　１
　　ｌ
　ｉｌｏ
ｌｏ
ｉｉ動心伝とのやり方を学ぶ。ドイツにはカ

パ
レ
ッ
ト
と
い
う
、
時
下
悶
題
を
取
り
上
げ
て
い
ろ
い
ろ
な

笑
い
や
シ
ョ
ー
を
見
せ
る
レ
ヴ
ュ
ー
（
人
衆
娯
楽
演
芸
）
が

あ
っ
て
、
こ
れ
か
佐
野
に
と
っ
て
は
ひ
と
つ
の
休
験
に
な
っ

た
。
後
に
彼
か
二
度
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
と
き

｛
一
九
Ξ
九
年
｝
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
い
く
つ
か
そ
う
い
う

カ
ハ
レ
ッ
ト
の
駄
み
が
な
さ
れ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ス
八
二
ッ
シ
ュ
ー
カ
バ

レ
ッ
ト
と
か
チ
ャ
イ
ナ
ー
カ
バ
レ
ヅ
ト
と
か
ー
、
佐
町
碩

は
チ
ャ
イ
ナ
ー
カ
バ
レ
ッ
ト
に
協
力
し
て
演
出
を
し
た
り
し

て
い
る
（
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
は
分
か
っ
て
い
な
い
）
。

目
ソ
運
‥
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
ー
シ
ス
テ
ム
と
自
己
枇
利

ソ
辿
で
は
彼
は
多
く
の
こ
と
を
伊
び
、
上
涯
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

を
「
演
劇
の
天
国
」
だ
と
Ｉ
．
ｄ
っ
て
い
た
。
木
陰
的
で
人
き
な

劇
場
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
支
え
る
観
客
か
お
り
、

本
格
的
な
演
川
家
も
い
て
、
い
ろ
ん
な
舞
台
の
取
り
細
み
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

こ
の
ソ
連
で
、
佐
野
碩
は
確
か
に
本
格
的
に
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
イ
ー
シ
ス
テ
ム
を
勉
強
し
た
と
思
う
。
彼
が
及
初
に

モ
ス
ク
ワ
に
行
っ
た
と
き
、
モ
ス
ク
ワ
公
術
劇
場
で
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
イ
の
演
出
し
た
Ｉ
。
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
’
一
を
見

る
。
日
本
で
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
ー
シ
ス
テ
ム

で
や
っ
た
舞
台
を
見
た
彼
は
、
お
そ
ら
く
あ
ま
り
感
心
し
て

い
な
か
っ
た
。
ま
あ
、
モ
ス
ク
ワ
で
見
た
の
も
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
イ
か
や
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
彼
が
演
山
し
た

舞
台
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
方
式
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の
を
見

に
行
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

彼
に
と
っ
て
非
常
に
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
ワ
ー
ニ
ャ
伯

父
さ
ん
を
や
る
役
者
か
、
Ｔ
ｊ
も
発
し
な
い
前
に
観
各
を
そ

や
か
な
舞
台
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ー
デ
ラ
ル
テ
の
や
り
方
と
か
、
あ

る
い
は
彼
の
共
同
制
作
者
と
し
て
協
力
し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
ー
レ
デ
ス
マ
（
彼
は
メ
キ
シ
コ
の
民
火
版
画

家
と
し
て
有
名
な
ホ
セ
ー
ホ
サ
ダ
な
ど
を
よ
く
叫
究
し
て
い
た
）

な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
、
そ
れ
に
彼
の
演
山

を
生
か
し
た
而
臼
い
舞
台
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
く
ら
い
に
再
演
出
さ
れ
た
こ
の
舞
台
の
一
部

が
記
剱
に
な
っ
て
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
兄
る
と
今
で
も
非

常
に
新
鮮
な
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、
こ
の
『
ラ
ー
コ
ロ
ネ
ラ
』
は
劇
場
で
上
演
し
た
だ

け
で
な
く
、
近
隣
の
村
々
に
行
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
陳
足
で
メ

キ
シ
コ
風
の
肩
掛
け
を
羽
織
っ
た
女
性
た
ち
か
輪
に
な
っ
て

川
ん
で
い
る
よ
う
な
会
場
で
も
上
演
し
た
ら
し
い
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
佐
野
碩
と
い
う
人
は
メ
キ
シ
コ
に
着

い
て
す
ぐ
に
、
ま
っ
す
ぐ
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
巾
に
溶
け
込

ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、

彼
が
そ
う
や
っ
て
溶
け
込
ん
で
い
け
た
叩
山
と
し
て
、
当

峙
、
世
界
巾
で
あ
る
程
度
共
通
し
て
革
命
文
化
運
動
が
展
川

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
仲
闘
た
ち
に
佐
野
碩
か
支
え
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
か
あ
る
。

彼
は
あ
ら
ゆ
る
国
家
か
ら
盈
撹
さ
れ
て
い
た
。
日
本
国
家
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
、
メ
キ
シ
コ
の
治
安
警
察
；
１
-

み
ん
な
が
彼
の
こ
と
を
監
机
し
て
い
る
。
特
に
今
日
私
か
お

話
し
し
た
こ
の
時
代
に
は
（
そ
の
お
か
げ
で
貞
料
が
た
く
さ
ん

あ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
彼
は
仲
川
と
と
も
に
、
そ
う
い

う
監
視
や
圧
力
を
は
ね
つ
け
て
剛
作
活
動
を
す
る
だ
け
の
力

を
掟
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
。

の
。
雰
囲
気
の
巾
に
引
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ

に
彼
は
も
の
す
ご
く
感
勤
し
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勉
強
を
し

よ
う
と
思
っ
た
。
出
允
点
は
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
た
っ
た
の
に
、

受
け
人
れ
て
も
ら
う
劇
川
を
探
す
と
き
に
彼
か
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
イ
を
学
び
た
い
と
。
、
・
い
川
す
の
は
、
こ
れ
か
も
と
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
破
は
、
メ
キ
シ
コ
で
教
え
た
弟
子
の

カ
ル
ロ
ス
ー
ア
ン
シ
ラ
と
い
う
人
に
謡
し
て
い
る
。
ア
ン
シ

ラ
さ
ん
は
、
「
だ
か
ら
最
初
に
舞
台
に
心
る
と
き
の
一
歩
を

も
の
す
ご
く
大
切
に
演
じ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
亜
要
な
の
は
、
佐
野
は
対
立
し
て
い

た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
あ
る
程
度

卵
解
し
、
お
丘
い
を
麗
め
あ
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
時
点
で

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ぼ
う
と
し
た
と
い

う
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
点
て
佐
野
は
ヴ
ァ
フ
タ
ン
ゴ
フ
を
非
常

に
商
く
評
価
し
て
い
た
。
。

後
に
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
て
か
ら
教
桐
を
作
る
と
き
に
、
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
人
と
し
て
ヴ
ァ
フ
タ

ン
ゴ
フ
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
に
与

え
る
教
科
占
と
し
て
彼
の
日
祀
な
ど
を
訳
し
て
使
っ
て
い
る
。

’
ｔ
一
『
川

ｉｌＨ４１１１
ｉＦＩ？’ｉ¶ＩＩｌｙ丙ぞ阿ｉｉＩＦ「テアトロ」１９８４年に掲戟されていた写真

こ
こ
に
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
町
真
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
。
山

貿
は
良
く
な
い
か
お
見
せ
し
て
お
き
た
い
。
一
九
八
四
乍

の
’
。
テ
ア
ト
ロ
』
と
い
う
ソ
辿
の
雑
誌
に
出
て
い
た
も
の
で
、

右
端
に
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
佐
野
碩
が
い
る
。
い
ち
ば
ん
左

に
い
る
の
が
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
と
い
う
ス
ペ
イ

ン
の
劇
作
家
で
、
そ
の
１
時
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
の
文
化
大

臣
、
そ
の
後
共
和
国
が
消
滅
し
て
か
ら
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

亡
命
し
て
、
そ
こ
で
活
動
を
続
け
る
人
物
だ
。

佐
野
は
一
几
一
。
．
Ｌ
乍
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
心
て
習
年
ア
メ
リ

カ
に
向
か
う
ま
て
の
一
乍
川
、
フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
に
ほ
ら
す

か
、
そ
の
間
に
行
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
が

内
戦
中
の
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。

一
丸
三
六
乍
、
ス
ペ
イ
ン
に
人
民
戦
袱
の
政
府
（
ス
ベ

も
う
ひ
と
つ
、
先
ほ
ど
糾
介
し
た
’
。
芸
術
は
民
衆
の
も
の

だ
』
と
い
う
木
の
巾
で
、
佐
野
か
自
己
批
判
を
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
「
日
本
で
は
プ
ロ
ッ
ト
か
頃
れ

て
し
ま
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
址
少
的
な
演
劇
活

動
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
と
演
劇
が
あ

ま
り
に
も
心
接
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
に
、
広
い
教
育

の
場
と
し
て
の
文
化
活
動
が
全
滅
し
て
し
ま
う
状
態
か
生
ま

れ
て
し
ま
っ
た
’
】
と
い
・
ツ
目
己
批
川
だ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
‘
本
で
佐
町
は
第
一
回
全
ソ
什
家
川
一
会
議
の

俐
告
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
会
議
で
ソ
辿
の
詩
人
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
「
。
政
府
あ
る
い
は
党
の

立
場
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分
個
人
の
立
場
と
し
て
発
ａ
す

る
」
と
ａ
っ
た
こ
と
に
、
彼
は
非
常
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

ま
あ
、
そ
う
や
っ
て
ブ
ハ
ー
リ
ン
な
ん
か
に
皿
れ
た
た
め
に
、

本
が
発
売
小
止
に
な
る
の
だ
が
。

■
メ
キ
シ
コ
‥
新
し
い
迎
成

こ
う
し
て
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
重
ね
た
佐
野
碩
は
、

そ
れ
を
持
っ
て
ソ
辿
を
出
て
ー
途
巾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
る
か
ー
、
日
本
に
は
帰
ら
ず
、
メ

キ
シ
コ
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
そ
れ
ま
で
に
得
て
き
た
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

佐
野
が
メ
キ
シ
コ
で
最
初
に
演
出
す
る
の
が
、
ｒ
フ
ー
コ

ロ
ネ
ラ
』
と
い
う
集
剛
川
作
の
舞
玲
劇
。
こ
れ
は
、
あ
る
意

味
で
非
常
に
斯
し
い
ひ
と
つ
の
達
成
だ
っ
た
と
思
う
の
だ
が
、

こ
こ
に
「
ヴ
ァ
フ
タ
ン
ゴ
フ
の
楽
し
さ
」
と
い
う
の
が
出
て

く
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
物
が
出
て
き
て
、
例
え
ば
仮
面
な
ど

を
変
え
て
み
せ
た
り
、
前
に
山
て
き
た
人
物
た
ち
か
み
ん
な

ガ
イ
コ
ツ
に
な
っ
て
大
き
な
地
獄
の
釡
の
巾
に
吸
い
込
ま
れ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
に
満
ち
た
た
い
へ
ん
に
ぎ

ィ
ン
共
和
剛
）
が
尉
立
す
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
コ
の
反
乱
か

あ
っ
て
、
品
人
の
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ
が
殺
さ
れ
る
。
そ
う

い
う
状
況
の
も
と
で
、
佐
野
碩
を
含
め
当
時
の
文
化
人
は

哲
、
ス
ペ
イ
ン
の
峨
争
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
巾
に
は

一
九
三
ヒ
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
間
か
れ
た
世
Ｗ
革
命
文
化
辿

盟
の
会
淑
の
参
加
者
た
ち
の
よ
う
に
義
勇
兵
と
し
て
、
共
和

国
軍
に
参
加
し
た
人
々
も
い
た
。
シ
ケ
イ
ロ
ス
も
そ
の
一
人

で
、
コ
ロ
ネ
ル
の
仏
弓
を
得
て
い
る
。

５
。
お
わ
り
に

最
後
に
紹
介
し
た
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
共
和
国
側
の
人
た
ち

も
含
め
、
時
代
を
同
じ
く
す
る
多
く
Ｅ
　
５
ｔ
　
Ｊ
　
２
　
１
や
演
川
家
た
ち

か
、
た
ま
た
ま
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
に
非
常
に
た
く
さ
ん
亡

命
す
る
。
そ
し
て
そ
う
い
う
人
た
ち
の
巾
で
、
佐
呼
碩
は
仕

事
を
し
て
い
た
。

ま
あ
、
彼
に
も
い
ろ
い
ろ
と
た
く
さ
ん
苦
労
が
あ
る
わ
け

で
、
必
ず
し
も
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
て
自
山
に
什
事
か
で
き
た

わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
メ
キ
シ
コ
は
Ｉ
．
自
由
が
あ
る
国
」

で
は
な
く
て
「
自
由
を
求
め
て
戦
う
人
か
た
く
さ
ん
い
る
国
」

だ
そ
う
な
の
で
（
笑
）
、
そ
う
い
う
国
の
「
自
山
人
一
と
し
て
、

佐
野
田
は
生
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

｛
た
な
か
・
み
ち
こ
｝
ユ
ル
コ
レ
ヒ
オ
デ
メ
ヒ
コ
｛
メ
キ
シ
コ
戈
字
眼
入
学
｝

教
授
、
メ
キ
シ
コ
で
亡
く
な
っ
た
俵
．
野
仙
の
ａ
究
を
続
け
る
．
翁
児
悛
叫
の
「
佐

卜
硝
の
こ
と
」
-
「
ク
ア
タ
ル
ー
ベ
の
聖
母
」
一
仄
摩
跨
病
、
」
九
ヒ
六
ｔ
こ
所
収
｝

を
・
ス
ペ
イ
ン
皿
に
択
し
て
９
う
し
た
．
艮
語
ス
ペ
イ
ン
語
で
研
究
．
臨
又
を
允

表
．
一
九
九
五
味
か
ら
佐
野
碩
剛
究
会
を
主
幸
．
メ
キ
シ
コ
で
の
佐
野
の
聚
唄

の
ｉ
刷
集
を
賦
葛
夕
．
唸
野
一
研
又
̶
を
執
筆
中
、
今
回
は
、
近
い
詞
只
日
水

で
予
定
し
て
い
一
言
佐
多
碩
辰
間
曜
の
た
め
の
忿
輿
を
声
ね
、
今
年
の
取
メ
キ
シ

コ
一
而
で
予
定
し
て
い
Ｉ
Ｑ
一
シ
ン
ホ
ジ
ウ
・
ム
佐
野
碩
・
北
川
民
次
輩
Ｓ
鳩
メ
キ
シ

コ
の
日
本
人
ｎ
冷
家
』
の
冷
備
と
調
査
の
た
め
に
卒
日
し
た
．
‥

，２４
７・ｌｌλＲＴＴｌｉｌｌｉＳ
如４・ｂ４ｒｓｏｕＳ０．８

劃 艦 λ Ｒ Ｔ Ｔ Ｉ 同 Ｉ Ｚ Ｓ
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桑野塾という〈広場〉｜妙録桑野魯（Ｉ）フリートーク

心肺、月頑只
抄
録
桑
野
塾
②

フ
リ
ー
ト
ー
ク

司
会
一
大
島
幹
雄

通
常
の
桑
野
塾
で
は
、
参
加
者
全
貝
に
自
己
紹
介
と
感
想

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
参
加
者
が

多
く
、
ま
た
時
間
も
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら

ご
発
言
は
一
部
の
方
々
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

大
脇
田
中
先
生
、
ご
執
筆
中
の
佐
野
碩
の
研
究
書
は
い
つ

頃
出
る
ん
で
す
か
？

田
中
道
子
来
年
（
二
〇
一
二
年
）
の
一
月
か
二
月
ぐ
ら
い

に
は
出
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も

…
…
（
笑
）
。

大
島
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
語
な
ん
で
す
か
？

田
中
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
。

会
場
（
笑
）

田
中
い
え
、
資
料
集
で
す
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
措
い
て

あ
る
も
の
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
英
語
で
嗇
い
て
あ
る
も
の
は

英
語
で
。
た
だ
し
、
主
に
メ
キ
シ
コ
時
代
の
も
の
だ
け
で
す
。

文
書
と
、
そ
れ
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
た
ぶ
ん
、
彼
が
演
出
し

た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
入
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
新
聞
の
記
事
と
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
か
。
そ

れ
か
ら
佐
野
碩
に
つ
い
て
作
ら
れ
た
ビ
デ
オ
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
も
ひ
と
つ
だ
け
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島
ビ
デ
オ
も
で
す
か
？

田
中
本
に
、
ビ
デ
オ
が
つ
く
よ
う
な
形
で
。

大
島
欲
し
い
で
す
ね
、
そ
れ
。

会
場
（
笑
）

田
中
ど
う
ぞ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
笑
）
。

大
島
そ
れ
か
ら
、
来
年
、
そ
の
佐
野
碩
の
展
覧
会
を
日
本

ｌ
ｓ
Ｌ
！
ｉ

里
塚
と
か
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
人
で
す
け
れ
ど
も
、
ト
ロ

ツ
キ
イ
が
ど
う
し
た
と
か
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
強

い
関
心
が
な
い
の
で
、
非
常
に
淡
白
に
書
い
て
あ
る
ん
で
す

ね。会
場
（
笑
）

菅
し
か
し
、
ア
ン
カ
ー
の
私
が
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
佐
野
碩
の
名
誉
に
も
関
わ
る
。
そ
れ
で

加
藤
哲
郎
さ
ん
に
メ
ー
ル
を
差
し
上
げ
た
ら
、
田
中
道
子
さ

ん
が
一
番
お
詳
し
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ド
レ
ス
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
田
中
さ
ん
に
質
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
岡
村
さ
ん
の
本
の
原

稿
を
確
定
し
た
り
解
脱
を
書
い
た
り
し
た
だ
け
で
な
く
、
現

段
階
で
の
ト
ー
タ
ル
の
お
答
え
を
、
今
日
い
た
だ
い
た
、
と

い
う
経
過
に
な
り
ま
す
。

私
は
佐
野
碩
に
関
し
て
発
信
す
べ
き
格
別
の
見
解
や
悄
報

が
あ
っ
て
こ
こ
に
来
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
加
藤
さ
ん

と
田
中
さ
ん
の
お
話
を
伺
お
う
と
思
っ
て
来
た
の
で
、
こ
れ

以
１
　
１
　
言
う
べ
き
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
ま
ず
は
、
先

刻
か
ら
何
度
か
私
の
名
前
が
出
る
理
由
を
聴
衆
の
方
に
説
明

す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
ん
な
話
を
し
た
次
第
で
す
。

会
蝸
（
笑
）

ｌ
　
１
１
１
１
１
１
で
難
渋
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
は
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
時
代
の
、
三
〇
年
代
の
ソ
迎
の
歴
史
的
経
過
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
メ
キ
シ
コ
で
の
佐
野
碩
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
日
本
人
の
多
く
の
方
が
そ
う
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
何
が
「
事
実
」
か
、
デ
ィ
テ
ー
ル
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

な
い
。
そ
の
中
で
、
当
時
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
生
き
方
を
貫
い
た
人
が
い
て
、
こ
の
著
作
に
は
そ
の
人
の

こ
と
が
帯
い
て
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
原
稿
が
完
成
し

て
い
な
く
て
、
記
述
と
し
て
正
確
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

沁Ｒ司肩詞

で
や
る
と
い
う
お
話
は
？

田
中
え
え
、
せ
っ
か
く
そ
う
い
う
ふ
う
に
資
料
を
集
め
て

い
る
の
で
、
佐
野
碩
の
業
績
を
日
本
で
も
紹
介
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
佐
野
碩
研
究
会
の
人
た
ち
が
交
渉
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
も
し
一
緒
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
今
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
十
一

月
十
一
～
十
四
日
の
四
日
閻
、
「
佐
野
碩
と
北
川
民
次
」
と

い
う
、
メ
キ
シ
コ
革
命
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
二
人
の
日
本
の
芸

術
家
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。
佐
野
碩
に

つ
い
て
は
、
研
究
者
の
方
に
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
上
で
、
今
後
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
ど
な
た
か

続
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
呼
び
か
け
を
す
る
の
が
目
的
で
す
。

北
川
民
次
と
い
う
の
は
、
一
九
二
Ｉ
年
か
ら
三
六
年
ま
で
メ

キ
シ
コ
に
い
て
、
メ
キ
シ
コ
の
文
化
迎
動
に
積
極
的
に
関

わ
っ
た
画
家
で
す
。
イ
ン
デ
ィ
オ
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
学

校
を
ク
ス
コ
と
い
う
と
こ
ろ
に
建
て
た
り
し
て
い
る
し
、
作

品
も
ま
だ
少
し
残
っ
て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
不

思
議
な
こ
と
に
メ
キ
シ
コ
で
は
誰
も
研
究
し
て
お
ら
ず
、
知

ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
日
本
の
美
術
館
の
学
芸
員

の
方
た
ち
や
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
も
研
究
者
が
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
方
た
ち
を
お
招
き
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
人

｜

１
１
１
-
Ｊ
Ｉ
Ｉ

い
。
そ
れ
を
完
成
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
、
す

ご
い
経
験
を
…
…
い
い
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
と
か
田
中
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
か
ら
「
こ
う
い
う
田
中
さ
ん
の
論
文
が
出
て

い
る
か
ら
読
む
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
、

関
い
て
み
た
ら
…
…
さ
す
が
に
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
な
か
っ

た
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）
、
日
本
語
で
は
な
く
て
英
語
で
し

た
。
私
は
受
験
を
ド
イ
ツ
語
で
受
け
て
、
そ
れ
も
何
十
年
の

間
に
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
な
ん
で
（
笑
）
、

字
引
を
引
い
て
、
や
っ
と
あ
る
程
度
意
味
が
判
り
ま
し
た
。

「
う
ん
、
大
丈
夫
そ
う
だ
、
こ
れ
は
ト
ロ
ツ
キ
イ
殺
害
に
は

直
接
関
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
」
と
い
う
線
で
解
説
を
ま

と
め
た
の
で
す
が
、
「
ち
ょ
っ
と
危
な
い
」
と
い
う
の
が
今

日
の
お
話
で
（
笑
）
。
非
常
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
佐
野
碩
の

生
涯
に
関
わ
る
事
実
の
行
方
の
探
索
に
触
れ
る
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

今
日
の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
さ
ら
に
知
り

た
く
な
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
す
。
今
後
と
も
関
心

は
抱
き
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

…
…
‘
」
指
名
に
お
応
え
す
る
よ
う
な
話
に
あ
ま
り
な
ら
な
く

て
恐
縮
で
す
。

大
島
い
え
い
え
、
よ
く
事
情
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
（
笑
）

大
島
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
島
武
隈
く
ん
、
ど
う
で
し
た
か
、
今
日
の
話
を
聞
い
て
。

武
隈
喜
一
武
隈
と
申
し
ま
す
。
私
は
一
九
九
四
～
九
五
年

に
モ
ス
ク
ワ
に
い
た
ん
で
す
が
、
佐
野
碩
の
こ
と
を
調
べ
よ

う
と
思
っ
て
、
な
か
な
か
…
…
そ
の
、
ど
こ
へ
行
っ
て
ど
う

に
「
こ
う
い
う
人
た
ち
が
い
た
の
で
、
誰
か
研
究
し
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
こ
と
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
会
合
を
い
た
し

ま
す
。

大
島
そ
れ
は
…
…
メ
キ
シ
コ
で
す
か
？

田
中
メ
キ
シ
コ
で
す
（
笑
）
。

１

大
島
で
も
ぜ
ひ
、
佐
野
碩
展
は
日
本
で
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
ん
で
す
が
…
…
で
き
そ
う
で
す
よ
ね
？

田
中
（
笑
）

大
島
で
は
、
せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
さ
っ
き
加
藤
先
生
の

お
話
に
も
出
ま
し
た
し
、
岡
村
さ
ん
の
ご
本
に
関
わ
っ
て
い

る
菅
さ
ん
に
少
し
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

菅
孝
行
菅
と
申
し
ま
す
。
岡
村
春
彦
さ
ん
の
「
自
由
人
佐

野
碩
の
生
涯
に
・
は
、
原
稿
完
成
直
前
に
脳
梗
塞
だ
っ
た
か
脳

溢
血
だ
っ
た
か
で
彼
が
倒
れ
て
、
ご
自
身
で
完
成
で
き
な
く

な
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
千
枚
以
上
あ
っ
た
原
稿
を
、
岩

波
書
店
か
ら
出
す
と
決
ま
っ
た
と
き
に
七
五
〇
枚
に
す
る
と

い
う
約
束
に
な
っ
た
。
…
…
で
、
そ
の
入
稿
原
稿
の
作
成
を

私
が
や
っ
た
わ
け
で
す
。

私
は
一
応
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
迎
勁
と
か
に
つ
い

て
少
し
は
知
っ
て
は
い
ま
す
け
れ
ど
、
佐
野
碩
プ
ロ
パ
ー
に

つ
い
て
そ
ん
な
に
詳
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
う
い
う
お
役
目
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
な
ん
で
す
ね
。
先
ほ
ど
田
中
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
、
ト
ロ
ツ
キ
イ
暗
殺
問
題
-
ス
タ
ー
リ

ン
か
ら
追
わ
れ
た
佐
野
碩
が
ト
ロ
ツ
キ
イ
を
殺
し
た
か
も
し

れ
な
い
っ
て
い
う
話
̶
は
、
私
に
と
っ
て
は
重
大
事
件
で

し
た
。
岡
村
さ
ん
は
、
今
の
若
い
演
劇
人
に
比
ぺ
た
ら
か
な

り
左
翼
で
、
六
〇
年
の
安
保
反
対
迎
動
と
か
、
そ
の
後
の
三

ｉ
ｌ
ｔ
-
-
-

い
う
文
書
を
拾
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
手
付
か

ず
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
日
の
お
話
は
た
い
へ
ん
面
白

か
っ
た
し
、
ま
だ
や
ら
な
き
や
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
佐
野
碩
が
ソ
迎
か
ら
出
て
行
く
一
九
三
七
年

の
八
月
か
ら
、
杉
本
良
吉
が
岡
田
嘉
子
と
国
境
を
越
え
る

一
九
三
八
年
の
一
月
ま
で
の
半
年
に
、
い
っ
た
い
何
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
の
が
非
常
に
気
に
な
る
点
で
す
。
お
そ
ら
く

国
際
情
勢
と
か
、
ソ
迎
の
国
内
の
情
勢
と
か
っ
て
い
う
の
も

あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
日
本
人

の
関
係
と
か
、
ス
パ
イ
っ
て
い
う
の
が
逮
捕
理
由
に
な
る
と

い
う
、
そ
の
あ
た
り
が
…
…
ど
う
い
う
形
で
そ
れ
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
ち
ゃ
ん
と
調
べ

て
お
き
た
い
で
す
ね
。

も
う
ひ
と
つ
、
田
中
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
思
っ
た

の
は
、
佐
野
碩
が
日
本
に
い
る
と
き
に
革
命
演
劇
や
移
動
演

劇
を
や
っ
た
り
、
群
集
場
面
を
作
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
は

私
も
分
か
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
も
、
メ
キ
シ
コ
で
の
活
動
は
、

割
と
カ
ー
ニ
バ
ル
み
た
い
な
楽
し
い
演
出
を
や
っ
た
り
も
し

て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
つ
な
が
り
が
実
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ァ
フ
タ
ン
ゴ
フ
と
い
う
の

は
、
非
常
に
面
白
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
に
ま
だ
い
っ
ぱ
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い

ん
で
、
自
分
と
し
て
も
少
し
は
佐
野
碩
を
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な

き
や
な
あ
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
島
…
…
佐
野
碩
、
ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
よ
。

会
場
（
笑
）

＝２６ＳｎｓｘＲＴＴＩ皿ＥＳ
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大
島
ほ
か
に
、
こ
の
機
会
に
何
か
言
い
た
い
こ
と
と
か
、
ｅ
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ご
質
問
と
か
あ
れ
は
…
…
…

吉
川
恵
美
子
吉
川
悳
美
子
と
巾
し
ま
す
。
先
ほ
ど
、
田

中
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
に
名
前
が
山
て
し
ま
っ
た
の
で
（
笑
）
、

一
応
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
今
は
上
智
大
学
で
ス
ペ
イ
ン
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

繊
劇
関
係
の
科
目
を
担
当
し
て
い
る
者
で
す
。
私
も
佐
岬
碩

の
研
究
を
、
も
う
か
れ
こ
れ
三
〇
乍
く
ら
い
続
け
て
い
ま
す
。

た
だ
、
私
の
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も

「
演
劇
」
と
い
う
こ
と
か
ら
入
っ
た
ん
で
す
。

一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ
に
、
あ
る
ス

ペ
イ
ン
作
家
の
痕
跡
を
探
し
に
行
っ
て
、
そ
れ
で
た
ま
た
ま

演
劇
学
校
に
ち
ょ
っ
と
人
っ
て
み
よ
う
か
な
と
入
っ
た
ら
、

そ
こ
で
若
い
仲
川
た
ち
に
「
お
前
は
佐
野
碩
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
」
と
剛
か
れ
て
「
そ
れ
は
誰
だ
」
（
笑
）
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
日
、
田
巾
児
生
の

お
話
に
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
加
藤
先
生
の
お
話
に
あ
っ

た
こ
と
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
後
か
ら
勉
強
し
ま

した。政
治
的
な
背
景
が
ま
っ
た
く
な
い
人
間
に
し
て
み
れ
ば
、

こ
の
時
代
の
砧
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
難
し
く
、
自
分
な
り

に
「
山
川
イ
ズ
ム
」
「
福
本
イ
ズ
ム
」
を
勉
強
し
た
の
で
す
が
、

ど
う
い
う
本
を
駝
ん
で
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。

会
鳩
（
笑
）

吉
川
そ
れ
で
、
だ
い
た
い
の
流
れ
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン

の
粛
清
か
あ
り
、
佐
野
が
追
わ
れ
て
と
い
う
、
そ
の
概
略
は

岡
村
さ
ん
の
書
か
れ
た
論
文
な
ど
を
読
ん
で
、
だ
い
た
い
は

分
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
入
国
に
関
す
る
枚
雑
な
１
情

と
い
う
の
は
、
あ
ん
ま
り
は
っ
き
り
…
…
私
は
み
な
さ
ん
が

お
潜
き
に
な
っ
た
も
の
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
な

ん
で
す
。

私
と
し
て
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
、
も
う
一
度
行
こ
う
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
ご
病

気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
残
念
な
か
ら
、
せ
っ

か
く
の
傲
会
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
人
は
、
非
常
に
不
思
議

な
人
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
。
本

名
は
あ
る
程
度
分
か
る
ん
で
す
か
。
彼
女
は
左
翼
と
し
て
、

佐
野
碩
よ
り
も
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
活
動
を
し
て
い
る
人

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
経
緯
で
メ
キ
シ
コ
に

来
た
の
か
と
か
、
ど
う
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
伊
藤
道
郎
の

舞
路
剛
の
団
貝
で
あ
っ
た
こ
と
か
あ
っ
て
、
一
九
三
一
年
に

日
本
公
演
に
来
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
口
本
で
も
佐

野
碩
か
会
っ
て
い
る
可
能
件
が
あ
り
ま
す
。

非
常
に
き
れ
い
な
女
性
で
、
佐
野
碩
と
別
れ
た
後
も
生
涯
、

常
に
協
力
者
で
し
た
。
新
し
い
旦
那
さ
ん
が
で
き
る
と
必
ず

彼
に
紹
介
し
て
、
一
緒
に
什
事
を
さ
せ
る
と
い
う
、
そ
う
い

う
協
力
関
係
に
あ
り
ま
し
て
（
笑
）
。
佐
野
碩
か
キ
ュ
ー
バ

に
行
く
と
き
、
佐
野
に
招
砧
状
か
来
る
ん
で
す
が
、
佐
呼
か

ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
と
、
そ
の
１
時
の
旦
那
さ
ん
を
糾
介
す

る
。
佐
野
碩
は
結
局
キ
ュ
ー
バ
に
戻
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

そ
の
二
人
は
キ
ュ
ー
ハ
に
行
っ
て
什
事
を
す
る
と
い
う
よ
う

な
。
そ
う
い
う
同
志
的
な
関
係
に
あ
っ
た
人
な
ん
で
す
。

大
鳥
…
…
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
も
う
時
川
か
な
い
で
す
ね
、

い
つ
も
は
桑
呼
先
生
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
ん
で

す
が
、
そ
の
時
間
も
な
い
の
で
、
本
日
は
…
…
’
」
れ
で
瞰
収

で
す
（
笑
）
。
続
き
は
思
親
会
会
川
で
。

本
日
は
皆
橡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会

場

（

拍

手

）

ご

今
日
ど
う
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
私
の
名
前
か
川
て
き
た

か
と
い
う
と
、
「
古
川
は
ト
ロ
ツ
キ
イ
の
略
殺
に
佐
町
か
関

わ
っ
た
と
游
い
て
い
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
て
…
…

会
場
（
笑
）

吉
川
で
、
こ
れ
は
以
前
に
菅
先
生
か
ら
も
「
あ
な
た
は
論

文
に
そ
う
い
う
こ
と
を
占
い
て
い
る
」
と
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
か
そ
れ
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
よ

り
も
、
私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
イ
グ
ナ
シ
オ
’
レ
テ
ス

さ
ん
と
い
う
人
が
こ
う
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し

た
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と

を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
侃
づ
け
を
と
っ
て
占
か
な
い
と

や
っ
ぱ
り
各
方
而
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
、
今
日
、
痛
切
に
思
い
ま
し
た
。

会
鳩
（
笑
）

吉
川
し
か
し
、
そ
れ
を
言
わ
れ
た
の
は
本
当
で
、
あ
れ
は

情
報
と
し
て
山
し
た
だ
け
な
ん
で
す
。
川
巾
先
生
か
ら
は
そ

の
こ
と
を
き
っ
ち
り
フ
ォ
ロ
ー
す
る
よ
う
に
と
い
う
お
題
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
か
、
こ
れ
は
ま
た
、
た
い
へ
ん
に

雛
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
と
、
今
日
の
お
話
を
伺
い
な
か
ら
思
っ
た
こ
と
は
、

イ
グ
ナ
シ
オ
ー
レ
テ
ス
さ
ん
と
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
佐
野
か
メ
キ
シ
コ
に
入
っ
た
時
代
の
こ
と
に

つ
い
て
、
お
そ
ら
く
一
冊
よ
く
知
っ
て
い
た
の
は
、
ウ
ォ
ー

ル
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
女
性
で
は
な
い
か
と
。

佐
野
か
入
岡
し
て
、
メ
キ
シ
コ
電
気
労
働
者
組
合
で
活
動

を
始
め
た
、
そ
こ
に
シ
ケ
イ
ロ
ス
が
関
わ
っ
て
い
た
、
と
い

う
背
景
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
心
気
労
働
者
糾
合
で

は
、
佐
町
碩
が
演
劇
部
門
を
担
当
し
、
舞
踊
部
門
を
ウ
ォ
ー

ル
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
人
が
引
き
受
け
た
ん
で
す
。
で
、
こ
の

二
人
は
ど
う
い
う
関
係
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
£
式
に
結
婚

桑野塾の「おまけ」として
展示されたロシアの本や
雑誌などの一部です。
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は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
あ
そ
う
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。

同
人
も
の
弟
子
の
力
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
話
を
聞
い
て

い
く
な
か
で
、
「
そ
の
心
代
の
’
こ
と
は
ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン

に
川
け
」
と
、
ず
い
ぶ
ん
’
。
。
口
わ
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
仏
は
ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
さ
ん
に
会
い
に
行
き
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
私
の
限
Ｗ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
の
は
、
途

巾
で
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
Ｌ
め
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
ん

で
す
ね
。
佐
町
の
入
川
に
関
す
る
政
治
的
な
小
柚
か
ど
う

た
っ
た
か
を
話
し
て
ほ
し
い
と
私
が
Ｉ
ａ
っ
た
と
き
に
、
「
ま

ず
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
１
１
１
め
ろ
」
と
。
そ
れ
で
止
め
た
ん

で
す
が
、
じ
ゃ
あ
話
す
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
品
は
で

き
な
い
と
。
「
あ
な
た
の
政
治
的
な
背
景
か
見
え
な
い
か
ら
、

仏
は
あ
な
た
に
そ
の
謡
は
で
き
な
い
」
と
言
う
ん
で
す
。
ま
、

そ
れ
は
…
…
〃
で
ヽ
っ
’
じ
す
ね
（
笑
）
。
私
か
ま
ず
勉
強
し
て
い

た
の
は
演
劇
で
、
佐
野
の
左
翼
的
な
背
景
は
後
か
ら
勉
強
し

た
く
ら
い
で
す
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
共
産
主
義
の
状
況
か
ど

う
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

た
だ
漠
然
と
、
佐
野
が
演
劇
人
と
し
て
何
を
や
っ
た
か
と
い

う
話
を
聞
き
に
行
っ
た
な
か
で
は
、
も
う
教
え
て
も
ら
え
な

か
っ
た
ん
で
す
。

も
し
、
岡
吋
さ
ん
や
川
中
先
生
か
ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
さ

ん
に
お
会
い
に
な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
私
の
よ
う
な
拒
否

の
さ
れ
方
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
。
お
二
人
は

ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
さ
ん
に
会
っ
た
の
か
な
と
い
う
、
そ
の

へ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
川
り
た
い
こ
と
で
す
。

菅
岡
村
さ
ん
は
直
接
会
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
周
り
の
人

か
ら
の
情
報
で
ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
と
佐
野
碩
の
関
係
に
つ

い
て
書
い
て
い
ま
す
ね
。

田
中
火
は
、
私
が
最
初
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人
か

ウ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
た
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
叶
川
は
ま
だ
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